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ITとカースト インド・成長の秘密と苦悩

著者名 伊藤洋一 発行年 2007年

出版社名 日本経済新聞出版社 ページ数 228ページ

値段 1,700円 ISBN 978-4532352417

コメント
世界のITを支えつつ、頑としてカースト制度も健在。新旧混交の不思議の国に日本人視点の率直さで迫ります。
ほんとに、どうしてインド人はオリンピックでメダルを取れない（むしろ、取らない）んでしょうね。

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

varen
☆☆☆

他国の現代経済の流れを知ってみたい人に。
経済的な成長の理由やその背景まで書かれているので、インドに関する知識も得られました。

1-228 228P (190分) 2011/07/14 16:54:50

 

MagicKittyGuy
☆☆☆☆

発行年を考えると若干古めのデータかなと思わせるところは感じたし，大雑把なところもあった
（著者自身そんなに長期間滞在したわけではないからか）．ただ読みやすかったし，インドトリビ
アもところどころにあってボワッとした全体像は得られた．

1-130 130P (90分) 47くらいから 2011/07/12 16:40:27

 

BananaLC
☆☆☆☆

立ち読みポイントを読んでみた。なぜインドでIT産業が発達したのか、今も勢いがあるのか、スッ
キリ分かった気がした。カースト制度と対極にあるITの性質。わかりやすかった。

47-83 37P (120分) 第二章 2011/06/21 10:42:38

 

ラモス
☆☆☆

インドのカースト制が今でも地域にはっきりと根付き、人々の生活に大きな制限をかけている事実
は知らなかった。
ITがカーストの職分類の枠組みからはみ出た産業・技術であった故に、インドでIT技術が急成長し
たという解釈は納得できた。

1-100 100P (40分) 47-83 2011/06/14 16:56:27

 

スティアーノ
☆☆☆

今、経済成長中のインドの概要がつかめた。名前くらいしか知らなかったタタやIITなどインドにま
つわる現在ホットなものについてwikipedia的な知識がいろいろと身についた。

1-100 100P (40分) 2011/06/13 12:09:01
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ma-yu315
☆☆☆

なぜITがインドで成長したのかが２章を読めばわかるようになっている。
インドの貧困に苦しむ人が富を得るためにどれだけの苦労をしているのかが書いてあり、インド人
のハングリーの強さがわかった。

1-5ページ、47－121
ページ195－200ページ 84P (120分) 69－70ページ 2011/06/09 11:23:34

 

ssss
☆☆☆

少し情報が古いのかもしれない。

IT産業がカーストに分類されない新産業であること
英語が使えること
アメリカとの時差がちょうどよかったこと
三点は覚えておこう。

全部 226P (180分) 2011/06/02 20:05:19

 

lack
☆☆☆☆☆

インドがグローバル化することによって、グローバル化の意味すら理解していない人間がどうなる
かが記してある部分に資本主義の影が見える。
企業は合法的かつ意図的に農民を騙し利益をあげ、農民は騙されていることに気付かず生活が苦し
くなって自殺する。

「騙すより騙される方がいい」ということが綺麗事だとハッキリと分かる４章でした。

本全体としては非常に読みやすく、さくさく読める本になっています。

全部 228P (150分) ４章 2011/05/26 11:20:14

 

kick
☆☆

ラマジャン数学アカデミーの創始者アナンド・クマールさん。彼はオックスフォード大学に合格し
たにも関わらず、家が貧しく、周りからもお金を集められなかったため大学には行けなかった。そ
んな彼が次に抱いた夢は子供たちに夢を持たせることだった。机も電気もガスもない、寝るのは土
の上。そんな生活をしながらも、ひたむきに頑張っている子供たちにいつか抱いた彼の想いを、夢
を叶えてもらうために・・・。p51みたいな生徒たちを見ると、立ち止まるわけにはいかない。彼
らの背中にはとても大きな夢がある。

全部 228P (80分) 第二章 2011/05/24 22:43:14

 

Nori
☆☆☆☆☆

現在のインドの政治、経済において何が起きているのか、何が問題であるのかが分かっておもしろ
い。

輪廻思想、カースト制度が活力を奪っているというのは本当かなと思うけれど、もしそうだとした
ら日本の基準から考えると残念に思えるが、社会の制度、社会の構成員に共有されている思想に、
絶対的に正しいものがあるわけではないため、人が皆、あることに対して同じように行動したり考
えたりしなければならないことはないので、ただ日本や他の先進国と比べて違うというだけで、不
幸と決めつけ、改善しなければならないと考えてはならないと思う。

また、無学で文字も読めない人が投票する場合などの普通選挙による民主主義のリスクについて、
日本ではあまり教えられることはないと思うが、そういった民主主義の問題点を考えるきっかけと
なり第５章がよいと思う。

全て 228P (120分) 第５章 2011/05/04 09:24:30

 

吉田
☆☆☆

本書では特に農村の極貧具合を伝えているが、私がインドを訪れた際には、都市部にも物乞いや(お
そらく)低所得者であろうリキシャの運転手などが溢れかえっていた。すでに宗教対立やカースト問
題、国境問題など多くの問題を抱えているインドでは今後、最下層の国民を如何に持ち上げていく
かという問題にも取り組んでいかなければならないようだ。
96ページからの指定カーストに対する大学や公務員試験の優遇制度とその問題点が興味深いと思
う。



1-244 244P (210分) 96-112 2011/05/03 12:50:21

 

セシウムっぽいなにか
☆☆☆☆☆

インドと言うと「頭が良い（算数的な意味で）」「貧困」という二つのイメージがまず思い浮かん
だ．頭が良いならお金も稼げるんじゃないか？っていう疑問が沸くのは当然なわけで．でも実際に
はインドが成長し始めたのは最近のお話．

この本はインドがなぜ今まで成長しなかったのか，なぜ急に成長し始めたのか，その問題点はな
ど，インド経済について説明している．小難しい話も解り易く（くどい位に）説明してくれてるん
で，ある程度の知識を持っていて知らない部分を濫読したいっていう人でも読みやすい本だと思
う．ただ個人的にはインドの事良く知らないって人には全部読むことを推奨．

インドがなぜ今まで成長しなかったのか，なぜ急成長を遂げたのかについては１～２章でさくっと
書かれてるんで，時間がない人はここだけ読めば良いと思う．「絶対貧困」とかを読んでいて貧困
に喘ぐ人々に興味持ってる人はその先も読めば良いよ！

全部 244P (300分) 第１章・第２章 2011/05/02 16:49:52

 

オクリバントの鬼
☆☆☆☆

私のぼんやりとした「ITで成長するインド」のイメージに肉付けすることができた一冊。

1-194ページ 195P (90分) 47-60ページ 2011/04/26 12:05:30

 

aira
☆☆☆

ＩＴ産業はカーストの職分類の枠組みを超えたところに存在するので，最下層の人でも能力があれ
ば参入できる。このＩＴ産業の特徴がインド社会に大きな影響を与え，変化をもたらしている。
しかし，都会のスラムでは学校に行かず文字の読めない子供も多い。カーストによる優遇枠の設定
によって，都会では稀薄化していた身分意識が復活する。政治家は保身のため，民衆の「愚民化」
状態を好む，といった現代インドが抱える問題も指摘している。
ヒンドゥーとの関わりから考察しているのは興味深いが，背景についてもう少し掘り下げてほしい
な，という感じも残る。
この出版社が出している国際事情の本では，呉軍華『中国 静かなる革命』などがおすすめです。

全部 244P (120分) ４８～５２，１３
８～１８７ 2011/04/21 15:39:55

 

金次郎
☆☆☆

結局インドでオリンピックメダリストは排出できないのか、、、

1-100 100P (20分) 2011/04/15 18:34:32

ＴＯＰへ 

http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=31#TOP
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サムソン栄えて不幸になる韓国経済

著者名 三橋貴明 発行年 2011年

出版社名 青春出版社 ページ数 222ページ

値段 1,500円 ISBN 978-4413037914

コメント
一般紙以上、日経以下。そんなスタンスでしょうか。
誰かが得をしてれば、どっかで誰かが損をしてるはず！ というロジックで、すぱりすぱり、一般紙の報道を斬ってゆ
きます。
韓国経済について特に深い掘り下げがあるわけではなく、サムソンをネタに著者の持論を展開している、という趣。
威勢は良いけれど、でも、Win-Winの仕組みを追究するのがエコノミストの仕事じゃないのかなあ、と少し懐疑的に
読むのがよろしいかと。

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

Ohayo-usagi
☆☆☆

韓国と日本は経済の仕組みが違う。だからサムスンを見習え
などというような訓示をたれるマスコミはおかしい、といった趣旨。

輸出企業に頼る経済の韓国と、モノ作りの強者であり、国内の市場規模も
大きい日本では、経済が目指していくべき方向性が異なる、というもの。

なるほど、日本を少し見直しました。

1-107,107-222 222P (180分) 44-61 2011/07/20 23:05:12

 

MagicKittyGuy
☆☆☆

韓国経済について詳しく調べたこともないので読んでみた．韓国企業の世界的な躍進の裏側にある
国民の犠牲を知ることができた．こき下ろしますね韓国を，著者は恨みでもあるのかな

3-120 117P (80分) 2011/07/20 22:06:13

 

みなみ
☆☆☆☆

日本のマスコミが韓国についていかに偏った取り上げ方をしているか分かってよかった。
連日のマスコミの韓国ごり押しに嫌気がさしている私にはとても面白く感じられました。

all 222P (180分) 2011/07/20 21:24:43

 

varen
☆☆☆

韓国経済と日本経済が分かりやすくなる本。
隣国のの経済事情を知っておきたい方にどうぞ。
韓国経済をこきおろすのはいいけど、ちょっと叩き過ぎな気もする。

1-222 222P (170分) 2011/07/14 16:55:53
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ミツヤサイダー
☆

正直読み始めて数分で、「97年に韓国行ってM＆Aしたい！」と思ってしまった。
ちなみにこの本は「サムスンが韓国経済に与える問題」の本ではなく、「外資のサムスンみたいな
会社が栄えても、韓国国民はそこまで幸せではない」という内容の本だから注意。
どちらかというと、帯に書いてある「グローバル化は日本に利益をもたらすか？」が伝えたいメッ
セージとなっている。

金融危機で韓国の企業は軒並み外資に買収され、輸出活動は活発になり「サムスン」など優等生も
生まれたものの、グローバル化で生き残るために賃金はどんどん下がる。
さらに、法人税は引き下げられる一方で、残った利益は外国資本家に配当される。
これが経済破綻の代償か。

構造的には以下3項の中身が要諦だと思う。
●IMFによる強制的な経済のモデルチェンジ
●意味のない日本の法人税引き下げ
●日本から資本財を輸入しなければ資本財を生産できない韓国

でも「国内市場における過当競争の維持」「過当競争こそが、本来の資本主義の姿である」なんて
幼稚すぎないか？
過当競争の成れの果てがどのような状態の市場であるか、それを回避するにはどのようにすれば良
いのか、という研究は沢山行われてきているし、実際に身銭を切って社員を抱えて会社”経営”(個
人事業じゃない)をすれば、もう少し必死に考えて複雑なモデル化ができるようになるだろう。
終わりに近づくにつれて、非常に腹立たしくなってくるので5章の中間ぐらいでやめておいた方が
良いかもしれない。

1-222 222P (60分) 1-39 2011/06/26 19:27:03

 

ssss
☆☆☆

まさにこの通りだと思う。
韓国の状況を知ることができてその点ではいい。
＞
産業の独占寡占の韓国において、国民が不利益を被っているのは明白だが、過当な競争状態の日本
において必ずしも国民の利益になっているかどうかは微妙。
貯蓄は投資だとの論は別にどうでもいいが、それが消費に回らないのがいけないのではないのか
と。

全部 222P (180分) 2011/06/22 13:39:57

 

shonanboy
☆☆☆

日本型資本主義とアメリカ型資本主義という分類がおもしろかった。サムスンの素晴らしさだけが
世の中で言われているが、その裏側を十分に見れていなかった。誰かが大きく得をすれば、誰かが
損をしている。韓国の小さなマーケットを鑑みれば、サムスンの戦略は正しいとも思うし、ただ、
国民にもう少し還元してあげればなぁと思ってしまった。

全部 222P (120分) 2011/06/21 09:22:18

 

ROZE
☆☆☆☆

最近メディアの韓流ゴリ押しがすごいですよね。そもそもなんでそんなにゴリ押しするの？って私
は感じます。
そんなゴリ押しに嫌気が差して、読んでみました。

読んで思ったことは、今後日本が姦国のような誤った方向に進まないように、メディアに踊らされ
ている情弱な日本人を気づかせてくれるようなそんな本だと思いました。

1－120 120P (40分) 2011/06/20 14:00:47

 

afob14
☆☆☆☆☆

TAに進められて読んだこの本、韓国経済日本経済共に良くわかり、非常に面白かった！分かりやす
く経済の仕組みが書いてあるので、知識がない方も是非。

全部 222P (200分) 2011/06/14 12:52:02

 

読めば賃金下落の要因が分かりそうな本



なかむー
☆☆☆☆

サムスンなのかサムソンなのかは謎

20-61 41P (15分) 2011/06/04 14:27:47

 

aira
☆☆☆

韓国経済について知ろうと思い手に取ったが，むしろ日本経済について知ることになった。「日本
は輸出依存度が高い」，「法人税は引き下げるべき」，「ＴＰＰに参加しないといけない」，と
いった半ば「常識」として語られる経済政策を再考するきっかけになる。寡占状態にある韓国の家
電市場や自動車市場の現状も知ることができる。
単純に書いてあるので読みやすいが，それだけに信用しすぎてはいけないと思う。
『ルポ 貧困大国アメリカ』を読んでからだと第１章が理解しやすい。

全部 222P (70分) ２２～２５，９５～９
７，１５０～１６１ 2011/05/16 19:24:21

 

McQueen
☆☆☆

韓国経済の詳しい状況がよくわかる本。
しかし経済学に興味のない人には退屈かも。
アメリカのGMや医療保険など具体例がありわかりやすい。

1-110 110P (90分) 2011/04/28 17:26:16

 

alpaca
☆☆

最初から突っ込みたくなる本ですね。
産業の独占寡占の韓国において、国民が不利益を被っているのは明白だが、&quot;過当な&quot;競
争状態の日本において必ずしも国民の利益になっているかどうかは微妙。
貯蓄は投資だとの論は別にどうでもいいが、それが消費に回らないのがいけないのではないのか
と。
ついでに日韓の企業別自動車シェアのグラフを、円グラフじゃなく棒グラフで描き、しかも120%
まで目盛りを振るとか、ちょっと頭おかしいんじゃないか。

それでも日本はこうはなりたくないよねって意味での韓国は「最高の反面教師」には同意。

全部 222P (90分) なし 2011/04/25 14:02:00

 

lack
☆☆☆☆☆

タイトルだけをみると右の方が書いた本なのかと思っていたが、別段そいうわけではなく、韓国や
アメリカの産業や貿易構造の問題点について指摘しているものだった。
経済や経営の知識を使って説明されている部分が少しあるが、そこまで読みにくくなく、軽快に読
むことができた。

全部 222P (150分) 2011/04/22 10:33:14

 

Hachi
☆☆

韓国の経済と韓国の大企業をひたすら批判している本。最後にかかれている一言は、韓国に個人的
な恨みでもあるのでは？と思わせるほど。適度にデータを載せて分析している分にはいいが、とこ
ろどころ言いすぎな個所が目立つ。まだまだ日本企業がサムスンやLGから学ぶところはたくさんあ
るはずである。
とはいえ、経済的な視点から見る韓国の新たな一面が見られる点で一読の価値あり。

全部 222P (120分) はじめに 2011/04/19 02:46:58

 

BananaLC
☆☆☆☆

韓国の経済はあくまで参考や日本経済の仕組みとの対称にしているだけで、ほとんどは日本経済に
ついて語ってくれたのがありがたかった。GDPの意味すらわからなかった自分にとってわかりやす
く経済というものを導入してくれ、今話題のTPPやデフレ対策などについても具体例などを例示し
てくれたのが大変参考になった。

3-222 220P (600分) 190-220 2011/04/18 19:07:43

 

金次郎
☆☆☆

韓国経済をディスる本。
とはいえサムスンのグローバル化の代償の視点は自分にとっては新しく面白かった。



全部 222P (120分) 2011/04/10 17:26:39

ＴＯＰへ 

http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=32#TOP
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ルポ 貧困大国アメリカ ・

著者名 堤 未果 発行年 2008年

出版社名 岩波新書 ページ数 409ページ

値段 700円 ISBN 978-400431126

コメント
サブプライムに不法移民、所得格差が拡大するいっぽうなのは国家がそう仕向けてるから。ワーキングプアはイラク
で傭兵と化す。テロより怖い民営化。
ぱんぱんぱんと立て続けに見せられて、ここまでヒドいのか、と唖然。ちょっと片方の局面を強調しすぎだとは思う
ものの、そのぶん主張はわかりやすい。それがベストセラー街道驀進の理由か。
そして、これが日本でベストセラーになるのは、明日は我が身の危機意識か、それとも、やあいアメリカン・ドリー
ムも崩壊してるんだと野次馬的いい気分になれるからか。
などなど、いろんな読みを引き受けられるパワフルな話題本。

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

cibot
☆☆☆☆

アメリカのイメージが結構変わりました。
アメリカと比較すると、日本の学生は恵まれているとしみじみ感じました。教育の問題は難し
い。。

1-101 101P (80分) 2011/07/19 13:02:53

 

otanitaku
☆☆☆☆

軍のリクルーターの話は面白かった。まるでネズミ講。
落ちこぼれゼロ法は、落ちこぼれ防止というよりは勝ち目の薄い敗者復活戦みたい。まるでカイ
ジ。

1-34,99-144 80P (40分) 100-107 2011/07/03 20:54:50

 

savon
☆☆☆☆

医療と教育など国が責任を持つはずの部分を民営化してはいけないと思います。

全部 150P (300分) 2011/07/02 15:42:03

 

MagicKittyGuy
☆☆☆☆

うわぁ
こりゃもう福本のセカイだな，地下帝国や

ところがどっこいこれが現実

， ほぼ全部 400P (300分) 2011/06/27 17:10:32
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モノペーデ
☆☆☆☆

完全市場主義国家の闇の深さを感じた。市場原理を盾に次々と民営化を進ませ、ついには戦争まで
もが民営化の対象となった？

全部 207P (180分) 第４章p.99～ 2011/06/21 12:42:28

 

alpaca
☆

農耕民族には理解できない。。。
学資ローンなど何の保証もなく高額な貸付なんぞどこのお人好しがしてくれるのかと。。。

まぁアメリカの良くない部分をピックアップしただけの本。
これを読むなら生活保護制度なり税制の不備なり国民の経済的な面での日本国内の問題に目を向け
るべき。
自慢にならないがアメリカより日本のほうが自殺率が高いことを忘れるべきじゃない。

2 200P (120分) 2011/06/10 14:30:35

 

kick
☆☆☆☆

アメリカン・ドリーム！？その言葉の裏側にある壮絶な世界。
盲腸手術１日入院で243万円。戦争の民営化。今まで知らなかった悲惨な世界を被害者の取材を通
して詳細に記されている。
とても悲しい現実だが、そこには知らなくてはならない真実がある。

巻 200P (150分) 99-190 2011/06/06 16:35:25

 

ラモス
☆☆☆☆☆

アメリカの貧困者がターゲットになり、私たち一般人や外国人に知られないところでより一層の肉
体的、精神的、金銭的にどん底へと陥れられていく社会。
とりわけ戦争ビジネスの問題は衝撃的だった。生きるとは何か、道徳心とは何かを訴えかけられ
た。

巻のみ 1-200 200P (60分) 全部 2011/05/27 17:28:25

 

Hachi
☆☆☆☆

大国アメリカの抱える貧困問題を、医療、軍隊など様々な切り口から浮き彫りにしていく本。アメ
リカの貧困問題は結構深刻だと認識していたにも関わらず、かなりの衝撃を受けた。特に戦争の民
営化はこれからさらに激しくなっていくはず。（戦争がなくなれば別だが）
貧困層とそこに付け入るビジネスモデルのあり方について考えさせられた。正義を掲げてビンラ
ディンに報復したアメリカが見過ごしてる、または推奨しているこの社会構造に正義はあるんだろ
うか？

全部 200P (120分) 目次 2011/05/24 22:57:42

 

オクリバントの鬼
☆☆☆☆☆

衝撃的な内容盛りだくさんで面白い。
著者が左寄りだということを頭の片隅に入れとくべき。

印象的だったのはアメリカの奨学金は自己破産できないというくだりと、刑務所のコールセンター
のくだり。

1,2巻全部 400P (240分) 2011/05/20 21:39:11

 

redbull
☆☆☆☆

本当なのか！？と思ってしまうようなアメリカの現状が書かれています。政治は強者のためのもの
にあるのか！？

1-409 409P (200分) 第4章 2011/05/20 12:05:54

 

アメリカンドリームとは名ばかり．アメリカコワイトコロネ．
ただの盲腸に240万かかるとか．ヘルニアに1年苦しんだ俺はアメリカだったら今頃ホームレスに
なっててもおかしくない．ってかなってる．入院日数60日×20万＝1200万．因みにこれ部屋代だ
け．宝くじで1等当てないと無理．
お金無くなったらどうするか．よし民間派遣会社に入ってトラックの運ちゃんでもやるか．と思っ
たらなんか戦争のお手伝いさせられてるんですけど．話違うじゃないか！訴えたい！！でも所詮お



セシウムっぽいなにか
☆☆☆☆☆

金の無い俺らはドラゴンボールで言う所のヤムチャレベル．完全体セルには10万人束になっても敵
わない．結局泣き寝入りで奴隷のように働いてヘルニア再発して結局またホームレス生活まっしぐ
ら．

とまぁ，こんな今もあったかもしれない．
アメリカで生活したいだなんてもう思わない．

全部 207P (180分) 全部 2011/05/14 02:57:25

 

りさ
☆☆☆☆

先進国であるアメリカもかなり格差があって非常に恐い世界だと知った。医療費がばかに高いた
め、無理矢理でもできる限り早く病院からでるとは日本では全く考えられないことである。第５章
のマイケルは家族のために命を冒してまでもイラクへ行ったけど、これは前回の授業でいう「愛か
金か」のどっちだろう。。。

11-98,145-190 134P (100分) 145-190 2011/05/12 23:58:29

 

BananaLC
☆☆☆☆

さすがに誇張しすぎでは、とも思ったがアメリカの抱える医療保険問題の深刻さの現実を知った。
好きな項目をさっと見るだけで十分に問題点が列挙されていてまとまっていた。アメリカに旅行す
るときにはちゃんと保険に入ろうと思う。。。

63-97 35P (30分) 63-97 2011/05/10 11:00:43

 

犬
☆☆☆☆

アメリカの大学に仕組みがこうなっているとは知らなかった。
日本では教授で大学を選ぶということが少ないからこうはならないだろうし、学費が高騰すること
も考えにくいと思う。

1-60 60P (80分) 1-60 2011/05/10 10:26:53

 

トム
☆☆☆

各章ごとに独立しているので濫読に適している本だと思った。貧しい国民ほど安価なジャンクフー
ドや加工食品に依存してしまい肥満が多いという実態には驚いた。

1-33 32P (20分) 2011/05/08 21:42:58

 

吉田
☆☆☆☆

社会保障や教育に関する合衆国の問題点がわかりやすくかかれており、おもしろい。なんでも民営
化して競争を煽ればいいってもんじゃない！

1-207 207P (150分) 章ごとに興味のある分
野を。 2011/05/03 12:32:56

 

aira
☆☆☆☆

これが世界屈指の先進国・アメリカの現状なのかと驚いてしまうほど，貧困の現実が赤裸々に描か
れている。言ってしまえば，新自由主義の負の側面を伝えているといえよう。医療や年金といった
社会保障の厳しい現実，公教育の危機的状況，学歴を過信することの危険性などなど，日本の格差
社会とは甚だしく程度が異なるアメリカの格差社会。中流家庭でもちょっとしたきっかけで瞬く間
に貧困に陥る。
背景には，一般の人々の新自由主義志向だけではなく，アメリカ政治の特徴であるロビー活動，軍
産複合体・医産複合体と政権・議員との深い結びつきがある。
「貧困大国」の様子が如実に伝わってくる本だが，「とにかくアメリカの現状を伝えたい」という
ことに主眼が置かれているので，欲を言えばもう少し議論がほしいところもある。全部読まなくて
も，興味を持った章だけ読んでも大丈夫。
ただし，まったく予備知識がないと読む気が続かないかもしれない。反面，アメリカ政治に興味が
ある人にはおもしろいはず。アメリカ政治を扱った本なら，『現代アメリカ外交の変容』（有斐
閣），『アメリカ政治 新版』（有斐閣アルマ），『アメリカ外交の政治過程』（勁草書房），『日
米外交史』（有斐閣ブックス），『ネオコンの論理 アメリカ新保守主義の世界戦略』（光文社），
『オバマは何を変えるか』（岩波新書）などもおすすめです。

全部 423P (200分) 第３～５章（ ），第
１・３章（ ） 2011/05/01 13:16:20

 



プンプン
☆☆☆☆

貧困による肥満と、貧困に取り入る軍隊ビジネスに驚きました。新たに知ることが多かったです。

1-201 201P (200分) 100-143 2011/04/27 09:06:27

 

tako
☆☆☆☆

教育のところだけをさらっと読みました。
大学の学費が上がっている現実と、良い教育を受けていい仕事を得るために無理をして大学に行く
人達の思いが綴られていました。アメリカの抱える問題の一つが分かりやすくまとめてありまし
た。

1-60 60P (30分) 2011/04/25 23:33:59

 

ito
☆☆☆

富裕層が支配するアメリカの構造がよくわかる本でした。
学生として前半、興味で刑務所の部分を読みましたが、どちらも産まれた時点で人生決まっている
と感じました。

11-60,155-195 91P (90分) 24-28 2011/04/19 10:29:58

 

ほたー
☆☆☆

＞ルポルタージュ（仏: Reportage）
＞ジャーナリスト等が、自ら現地に赴いて取材した内容を各種メディアでニュースとして報告する
こと。略してルポともいう。現地報告。

教育・医療・労働の「格差」の広がりを現地で追ったセンセーショナルなルポルタージュ。ルポで
あるだけに、なぜここまでの事態になっているのかの検証、あるいは今後の展望についての記載が
あまり見られなかったように思います。
章間のコラムが、短いので読みやすく面白かったです。

1-201 201P (70分) 15-18 2011/04/18 13:39:07

 

synthemia
☆☆☆☆

多少の基礎知識があれば読める、アメリカの現在について知ることのできるルポルタージュ。民間
の側から、政治の歪みを描き出しており、アメリカ社会と深く関わっている日本にとっても、他人
事ではないのかもしれないと思わせる。
ただ、理系学生には読みにくい気もする。

1-322 322P (240分) 12-31 2011/04/18 09:56:19

ＴＯＰへ 
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サハラ、砂漠の回廊

著者名 野町和嘉 発行年 2010年

出版社名 新潮社 ページ数 119ページ

値段 3,400円 ISBN 978-4104025039

コメント
タッシリ・ナジェール、サハラ砂漠の最深部。
忘れないでほしい。ここはかつて、水ゆたかに溢れ、カバやワニが悠然と泳ぎ、人びとが白黒まだらの牛を飼って暮
らした恵みの地であったことを。祭りの日には仮面を付けてみんなで踊り、祈りの時には両手を掲げて白い巨人を遙
拝した繁栄の地であったことを。
エジプトに文明が栄えるずっとずっと昔。紀元前七千年から八千年間もの永き時を描き継がれてきたという岩窟の砂
絵。不思議な乳房の描き方に見入りつつ、古代びとの呼び声に耳を澄ます。

 
読者投稿欄

ペンネーム
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コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

みなみ
☆☆☆☆

牛を中心に動物の絵がとてもきれいに描かれているのが印象的でした。

all 119P (80分) 2011/07/20 22:36:30

 

スキニー・ボーイ
☆☆☆☆☆

雄大で奇麗で、日本にはないですね。
旅行いきたくなります。

1̃119 119P (30分) 2011/07/20 22:15:04

 

yoichi
☆☆☆☆☆

砂漠の風景は日本に住んでいるものとして、鳥取砂丘でしかそれっぽい砂漠を見ていない。この本
を眺めて、砂漠の情緒や、砂での空間演出のよさを認識した。

1-110 110P (25分) 2011/07/11 12:59:29

 

ミツヤサイダー
☆☆☆

砂漠の砂は重いと書いてあるのを見て、いろいろ納得のいった原理原則があった。
大きな石を削る砂漠の砂。とても幻想的で美しいのは、それだけ大きなエネルギーを持っているか
らなのかもしれない。
また、写真でもリアルな砂漠のオアシスを初めて見られたのは貴重だった。
干からびた死を連想する空間のすぐそばに、渾々と生を讃えるかのような水と緑がある。
このコントラストは一生に一度は直に見てみたいものだ。

1-119 119P (30分) ALL 2011/07/04 01:59:46

 

サハラはかつて草や木のある場所であり、そこには人間や動物が暮らしていた。その形跡が砂漠化
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ジョイトイ
☆☆☆☆

した気候のなかで保存され、8000年近くの時を超えて存在しているという事実。その絵のうまさに
人間はそのころから大して変わってなくて、現在の文明社会は異常な状態なんじゃないかと考えて
しまった。
この地球でなぜ人間だけがこんなにも知性が発達したんだろうか？

全部 119P (20分) 2011/06/29 02:08:28

 

ジョン
☆☆☆

なんとなく癒されます
砂漠の写真がWindowsのデフォルトのデスクトップでありそう

全部 119P (15分) 2011/06/25 17:36:37

 

ARI
☆☆☆☆

壁画に文化を感じます。

前の研究も今の研究もミクロンの世界で、
巨視的にみると世界が変わって見えました。

全部 119P (30分) 98-99 2011/06/22 20:09:39

 

kasey
☆☆☆☆

癒されました。

全部 119P (30分) 2011/06/20 13:43:20

 

チョコミント
☆☆☆☆

いつか実際に見に行ってみたい。
まずはそのための行動力がほしい。

全部 119P (10分) 98-99、108-111 2011/06/17 17:02:05

 

たたみ
☆☆☆

美しい・・・・

全部 119P (10分) 壁画だけでなく風景の
ページ 2011/06/16 14:40:27

 

犬
☆☆☆☆

鳥取の方には申し訳ないが、やっぱ本場の砂漠っちゅーのはちゃいますね。

全部 115P (15分) 30-33 2011/06/15 18:11:30

 

bob
☆☆☆

砂漠の景色や、壁画など、いろんな写真が載っています。
エジプトに興味がある方は是非!!

全部 119P (30分) 2011/06/13 23:18:10

 

otanitaku
☆☆☆

けっこうテキトーに人間が描かれているのに対して、動物がやたらと細かく描かれているのが不思
議。

1-119 119P (20分) 32-33 2011/06/13 18:50:26

 

吉田
☆☆☆☆

砂漠は不毛の荒野などではなく、古くから動物も植物も人間さえも住んでいるということを教えて
くれる一冊。

1-119 119P (40分) 30-31 2011/06/03 10:23:59

 

砂漠ってすごいインパクトだなと感じた。



モノペーデ
☆☆☆☆

実際に行ってみたくなった。

全部 119P (30分) 2011/06/02 17:11:42

 

WILS
☆☆☆☆

逆光の砂漠が美しい！
砂漠の画像集かと思いきや、古代の壁画集であった。
大昔に描かれた絵が今も残っているのは驚きの一言である。

1-119 119P (30分) 34-35 2011/06/01 20:45:26

 

kick
☆☆☆☆

日本人の知的探求心は萎えてしまってるのではないか・・・。著者の半生にわたるこの作品は我々
を別世界へと引き込み、魅了し、考えさせることをやめさせない。彼らはなんだったのか、世界を
どう見てたのか、彼らの生活とは。写真が物語る8000年前の姿。一瞥するだけでもそこに価値は見
出せるだろう。

全部 119P (60分) 30-35,80,106-107 2011/05/26 18:39:43

 

ばす
☆☆☆

頭に何かついてる人物の壁画が印象的だった。
筆者は解説で「違いない」ってよく言ってたけど、違った解釈もあっていいと思う。

1-119 119P (30分) 2011/05/24 10:12:56

 

オクリバントの鬼
☆☆☆☆

砂漠の写真が印象的でした。

1-119 119P (30分) 砂漠の写真 2011/05/23 17:42:50

 

cibot
☆☆☆

砂漠と空がとてもきれい。
砂とは思えないくらいなめらかに見える砂漠、透き通った空は感動できる。

1-119 119P (15分) ムルズク砂漠 2011/05/21 16:32:26

 

redbull
☆☆☆☆

人間なんてちっぽけなもんだ

1-119 119P (15分) 32-33 2011/05/20 12:02:47

 

tennismagician
☆☆☆

芸術性がよくわからなかった。
何枚かある砂漠の写真はよかった。

1-119 119P (15分) 2011/05/16 13:03:46

 

がぶりんぐ
☆☆☆

よく砂漠というと何もないイメージを持ってしまいますが、
人の営みを表現した岩盤のキャンバス描かれている芸術に
価値観が少し変わりました。

岩壁画も個人的にはいいのですが、広大な砂漠に対して、
満点の星で埋め尽くされた夜空の写真が
どことなく絵になっていてお気に入りです。

1-119 119P (30分) 8-9,104,108-109,112 2011/05/12 19:15:06

 

マキちゃん
☆☆☆☆☆

サハラ砂漠に行きたい(たぶん行ったらつらいけど)
8,9ページはFF7を思い出した

1-112 112P (20分) 8,9,32-35,98-99,102- 2011/05/10 12:58:11



105,108-112

 

なかむー
☆☆☆☆

よくわからないけど読んでみた。
特に興味がわかなかった。

1-119 119P (20分) 28-30 40-41 2011/05/10 09:40:33

 

jun
☆☆☆☆

サハラ砂漠の美しさと、古代人の味のある絵に酔いしれた。
ぜひ実物を見てみたい！

1-119 119P (20分) 32-35,80,106-107 2011/05/04 13:34:50

 

セシウムっぽいなにか
☆☆☆

黒塗りの概形だけ描いた絵が多い．顔の細部まで描いた絵もあるから描けないわけじゃない．芸術
性の違いなのかはたまた絵を描く目的が違ったのか．

個人的にはP8-9の写真が気になった．
左側と右側で星の写り方が違う．なんでだろ？？

全部 119P (20分) 8-9ページの写真 2011/05/03 19:16:52

 

afob14
☆☆☆☆☆

写真が美しい！
もともと壁画とか古代文明とかに興味があったので、とても面白かった！ふらっとよった洞窟で誰
も見たことがない壁画を見つけるなんて、なんか素敵です。
まずは写真の解説を読まないで、単に写真を眺めるのがお勧め。自分で想像できるから。

あと、個人的にここに行ってみたくなりました。
危険な場所だけど。

１-119 119P (20分) 2011/05/03 18:38:50

 

そーた
☆☆☆

牛を中心に動物の絵がとてもきれいに描かれているのが印象的。
角が１本しかない牛の絵が多く、角が１本の牛は宗教的に大切にされていたのではないかと書かれ
ていた。

いつの時代にも宗教的なことがあって、その土地固有の神がいて。
なんか変わらないなぁ。昔も今も。と、おおざっぱながらそんな感想を持った。

高いところにも絵が描かれていて、大昔の人でも、砂漠の中でありながら、高い所に手が届く何ら
かのすべを持っていたことにびっくり。

写真に関しては、僕は絵の写真よりも、砂漠の写真の方が好きだった。

全部 119P (30分) 2011/05/03 12:22:01

 

McQueen
☆☆☆☆

初めて砂漠を美しいと感じた。
写真でこの迫力なら実際にみればもっと感動するはずなのでぜひ実際に現地に行ってみてみたいと
思った。

全部 119P (20分) 2011/05/02 16:49:57

 

竜馬
☆☆☆☆☆

古代人が岩壁に描いた落書きも、時代を経ると世界遺産となる。
道徳とは何か、倫理とは何かを考えるきっかけとなる一冊である。

1-119 119P (30分) 2011/04/26 16:01:02

 



aira
☆☆☆

北アフリカに残るはるか昔の壁画と砂漠の風景が収められている。躍動感溢れる壁画からは，当時
の狩猟の方法，宗教観，祈りが読み取れる。考古学的・美術史的な価値もあるだろうが，なにより
も，悠久と流れるサハラの世界に立ち現れる人間の息吹，風の感触が伝わってくる。

全部 119P (25分)
１２～１５，２８～２
９，３４～３５，７
３，１０４～１０５

2011/04/19 15:04:59

ＴＯＰへ 

http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=34#TOP
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死刑執行人サンソン

著者名 安達正勝 発行年 2003年

出版社名 集英社 ページ数 237ページ

値段 700円 ISBN 978-4087202212

コメント
仕事として人を殺す。その不条理をプロフェッショナルとしての誇りを以て乗り越えていった、たくましき家系の男
たちの肖像が、じつにいきいきと提供され、ギロチン華やかなフランス革命の奔騰のまっただなかに首根っ子ごと巻
き込まれる。

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

スキニー・ボーイ
☆☆☆☆☆

小説の要素もあり読みやすかった。
ジョジョも大好きで、ジャイロの外伝を読んでいるようでもっと好きになりました。

全て 237P (220分) 2011/07/20 22:29:11

 

kazumura
☆☆☆

ジャイロ・ツェペリのモデルということで。

さすがサンソン！おれたちにできない事（死刑執行人）を平然とやってのけるッ
そこにシビれる！あこがれるゥ！

とまでは言わないが、自身の心情と家柄の間で挟まれたサンソンの一生には感服せずにはいられな
い。

全部 237P (200分) 2011/07/20 20:14:26

 

吉田
☆☆

死刑制度は間違っているだの言うわりに、先祖を裏切るのは申し訳ないという小さな事に悩むサン
ソンがこっけいだった。

220-239 20P (15分) 220-239 2011/07/04 18:08:01

 

aira
☆☆☆

死刑執行人という家業をもちながら，生を断ち切るという仕事に苦悩するサンソン。それだけに死
刑制度を廃止したいという願望には強く訴えかけるものがある。
新書ではあるが，一つの文学作品のようだ。歴史の皮肉，突如背負わされた運命に翻弄される人々
の姿が浮かび上がってくる。

全部 241P (110分) ８８～９２，１８
４～１８７ 2011/07/03 15:01:27
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cibot
☆☆☆

生々しいところもあったので、苦手な人は読まないほうがいいかもしれません。
死刑制度について改めて議論をする必要性を感じました。

1-237 273P (240分) 2011/06/29 10:16:22

 

redbull
☆☆☆☆☆

人を殺すことを法的に正当化している死刑制度は廃止されるべきか否か？改めて考えさせられる内
容でした。

全部 237P (150分) 第3章 2011/06/15 15:58:38

 

jun
☆☆☆

恐ろしく酷い八つ裂きの刑や中途半端に首が切れる確率の高い剣による斬首に比べればギロチンの
方が人道的だなと思いました。

でも個人的に本当の極悪人にはある程度痛みを伴う刑を受けさせるべきだとも思います。

85-136 52P (30分) 2011/06/14 20:15:21

 

masa
☆☆☆☆

罪人に対しての刑を執行しているのに、自分が周りからこれほどまでに軽蔑されるとは……

1-47 47P (60分) 2011/06/14 12:09:21

 

ア・ローブ
☆☆☆☆☆

サンソンという人、死刑執行人という仕事など初めてで興味深い話がたくさんあります。殺す側も
命がけで、確実に殺せる機械「ギロチン」の誕生が必要だったこともよくわかります。
さらにルイ16世という人物のイメージが一気に変わりました。彼は運が悪かったんだな、と。

全部 237P (300分) 2011/06/12 09:24:04

 

synthemia
☆☆☆☆

本村洋さんの本を読んで、死刑執行人サンソンの本を読んで、それぞれ見えてない所が少し見えた
気がした。
本村洋さんの本は、被害者側から死刑を要求する話だけど、裁判官や、執行人から見ると、また
違った事情があって、死刑制度ってやっぱり難しいなと思いました。死刑になったFを、現代のこの
社会の中で、殺さなければいけない人がいることをちゃんと考えないといけないと思います。

1-237 237P (240分) 2011/06/06 09:41:23

 

ほたー
☆☆☆☆

TAさんに「サンソンは読まなきゃソン！」と、
洒落なのか怪しい発言とともにお薦めいただいたので読み始めました

処刑人の社会的な立場がどのような物だったのかを垣間見れました。
サンソンのセリフを交えながらの歴史小説のような部分も多く、読みやすかったです。

※
ちなみに彼が、漫画ジョジョの奇妙な冒険『スティール・ボール・ラン』に登場する
ジャイロ・ツェペリのモデルであるのはすぐに想像がつきました。

8-46，220-239, +流し
読み 58P (50分) 16-17 2011/06/03 18:42:15

 

Nori
☆☆☆

典型的な衒学的な文章である。表面的な事柄を大量にただ詰めこんでいるために、ストーリーも作
者の主張も見えないのであまり面白くはない。
死刑執行人について知ることができることだけは面白いが。

全て 237P (200分) 2011/06/03 10:08:29

 



alpaca
☆☆☆☆

合わない。

が、評価に影響を与えたくないので４つ。

8-27 20P (15分) 2011/05/30 16:55:45

 

晏子_JP
☆☆☆☆☆

サンソンの自己弁護のロジックが秀逸。
似たようなものをどこかで見たような気がするのだが思い出せなかった。

全部 237P (120分) 2011/05/29 17:19:45

 

セシウムっぽいなにか
☆☆☆☆☆

多分，当時のフランスで死刑廃止を一番願っていたのは彼なんじゃないだろうか．
死刑執行人っていうのはDQでいうところのカンダタみたいなイメージがあった．でも実際は賢者
だった．
ＴＡの方にお勧めされて読んだ本．読んで良かった．是非みんなにも読んで貰いたい．

全部 237P (240分)

『シャルル̶アンリ・
サンソンの願いは、１
７５年早すぎたので
あった。』

2011/05/28 20:52:45

 

BananaLC
☆☆☆

実在した処刑人の死生観や処刑に対する考え方が、実物として残っている彼らが著した書物をもと
に描かれていて大変興味深かった。また、フランス革命にいたるまでの流れも大筋で書かれていた
ので勉強になった。ただ話の展開的に大きく盛り上がるといった場面はなかったので、面白い！と
いう感じではないかも。立ち読みポイントで示した第2章ではギロチンの登場とそれが処刑にもた
らした皮肉な影響が描かれていて驚いた。ギロチンが人の良心（？）から生まれたなんて意外。

7-239 233P (300分) 85-136 2011/05/09 19:46:36

 

tako
☆☆☆

周囲からの差別に耐えて死刑執行人として務めたサンソンの様子がよくわかる。
途中の表現は生々しいところもあるので、読む人を選ぶ。

7-84 78P (120分) 2011/05/04 21:05:26

 

hide
☆☆☆☆

職業に貴賤はないといえども、やはり歴史的偏見に基づいたものはあるわけです。人を殺めること
を生業としているサンソンが法廷の場で述べた「処刑人は誇り高き職業である」とするロジックは
立ち読みしておくと、自分の研究を主張するときに援用できるかもしれません。

1-239 239P (90分) 41-45 処刑人の主張の
部分 2011/05/03 10:22:27

 

がぶりんぐ
☆☆☆☆

歴史の表であるルイ16世と裏であるサンソンとの交わりが、印象的でした。
確かにおぞましい描写もありましたが、私たち人間が実際に行ってきたこととしてサンソンに敬意
をもちつつ覚悟をもって読み切ってみました。

死刑執行人として誇りを持って生き抜いたシャルル-アンリ・サンソンではありましたがところどこ
ろに彼が苦悩したやるせのない空虚感や寂寥感が節々に感じ取れます。

7-241（全部） 235P (200分) 178-239 2011/05/03 08:56:13

 

WILS
☆☆☆

なんというか苦手なジャンルだったのでほとんど読んでないです。
生々しい描写が苦手な人には勧めません。

1-20,85-100 35P (20分) 2011/05/02 12:59:38

 



ラモス
☆☆☆☆

代々受け継がれる死刑執行人の存在をはじめて知った。
サンソン含め周囲の人に焦点をあて、心情や人間味あふれる日常の生活も描かれているのでどんど
ん読み進められた。死刑とは、法と正義の名のもとにおける行為であるが、殺人に変わりはない。
それを執行する死刑執行人の心情を考えると、あまりに酷であり、想像することさえも辛い。ま
た、死刑執行を一般の人々が見物し、楽しむというような時代の風潮の影響の恐ろしさを感じた。 
フランス革命前後の歴史の勉強にもなった。

237 1P (237分) 2011/04/28 14:14:06

 

ito
☆☆☆☆

死刑がこんなに開かれた形で行われているとは。
信じられない(が本当だろう)。
帯のイラストを見て手に取っただけだが、読んでよかった。

時間があるときに全て読みたい。

8-46,86-136 90P (60分) 2011/04/26 12:05:05

 

QB
☆☆☆☆

歴史上の中心事物からその時代の出来事を描写する本は数多あるが
この本のように、歴史の表舞台に出ない人物、しかも侮蔑の対象だった死刑執行人という立場か
ら、フランス革命の知られざる側面を垣間見ることができます。
少々生々しい表現が苦手な方は第二章を飛ばして読むと良いかもしれません

1-240(第二章除く) 188P (240分) 177～240 2011/04/26 10:13:51

 

McQueen
☆☆☆☆

差別を受け一般市民に蔑まれながらも死刑執行人という職業の誇りを持って取り組んでいたサンソ
ンは尊敬に値する。
面白く読みやすいが若干生々しい描写がみられます。

1-152 152P (180分) 2011/04/19 00:27:10

 

MRMPM
☆☆☆☆

生まれたときから処刑人としての運命を背負っていたサンソン。市民権もなかった彼が平等社会へ
と移りかわる世の中に対して思う、怒りやむなしさの描写が読んでいてとても心が痛くなる。私た
ちが生きる現代とはまるで違う世界像がそこにはあるが、でも確かにあった世界でもある。ただ
し、痛々しい描写もあるので苦手な人は要注意。

1-239 239P (280分) 166-176 2011/04/18 16:55:10

 

しさん
☆☆☆☆☆

死刑執行人を代々務める家系に生まれ、フランス革命という世界史的激動の時代を生きた男の生涯
を描いた本。新書だが、小説のように読める。仕事として人を殺す、この行為にどれほどの精神と
技術が必要なのか、どのようにサンソンが乗り越えていったのか。
国王ルイ16世への偏見がとれる。

1-237 237P (320分) 143-155 2011/04/16 13:34:35

ＴＯＰへ 

http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=35#TOP
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戦争広告代理店

著者名 高木 徹 発行年 2002年

出版社名 講談社 ページ数 405ページ

値段 619円 ISBN 978-4062750961

コメント
世論は善悪をハッキリ決めたがる。バルカンの小国ボスニアは、アメリカの広告代理店の力を借りて、敵ユーゴスラ
ビアを悪役に仕立てることに成功する。ほんとうの悪者はいったい誰？

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

みなみ
☆☆☆☆

広告代理店がこういうところにも関わっているということに驚いた。
人々の感情はこうした広告代理店の流す情報によっていくらでも変えることができるという危険性
を感じることができた。
メディアのながす情報をうのみにするのは危険ということが改めてわかる１冊であった。

all 405P (300分) 2011/07/20 22:58:28

 

セシウムっぽいなにか
☆☆☆

面白そう！面白そうなんだけど・・・最近堅い文章ばっかりでちょっとこういうのを読む気力が無
いＯＴＺ楽しそうだから今度改めて読もうと思う．

第１章，第２章 50P (50分) 2011/07/15 02:15:56

 

ざっく
☆☆☆

PR会社ってそんなところまでやるの！？というのが第一の印象。戦争を有利に進めるためにPRが用
いられているなんて知らなかった。
クロアチアに長期滞在したことがあるが、平和な現在から想像もできない情報戦が繰り広げられて
いたことに驚かされた。

1-153 153P (180分) 2011/06/28 13:04:24

 

ばす
☆☆☆☆

単純な善悪論に収束するのではなく、広告代理店を中心にした「情報戦」の進展に焦点を置いて書
かれていたのがよかった。
情報が氾濫する現代において、情報の扱い方というのを考えさせられる一冊だと思う。

全部 405P (150分) 序章 2011/06/14 12:59:58

 

BananaLC

イラクのクウェート侵攻に対して行った少女の証言を読んだ瞬間にイラク兵に対する嫌悪感がわい
た。しかしそれはPR戦略であり作られたエピソードだったというこの2,3ページだけで戦争広告の
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☆☆☆☆ インパクトの強さがわかった気がした。

38-65 28P (60分) 47-49 2011/05/24 11:19:18

 

aira
☆☆☆

日本人にとってはあまり馴染みのない，ＰＲ会社による情報戦の内幕。徹底的なメディア戦略で国
の命運まで左右する。民族浄化という言葉は高校の授業にも出てきたが，発端はこのＰＲ会社だっ
たのか。言葉が持つインパクト，映像が生むメッセージは，時に計り知れないほどの威力を持つ，
ということを再認識した。
著者はＮＨＫスペシャル「民族浄化～ユーゴ・情報戦の内幕～」を担当した記者。番組を見るより
本で読んだ方がじっくり考えられる。著書の書き方にも好感が持てる。
「ＰＲ」が世論を動かす事例はあちらこちらにあるだろう。「悪者」ほどわかりやすいレッテルは
そうそうないから。

全部 405P (170分) 第六・八章 2011/05/19 17:38:36

 

varen
☆☆☆☆

情報を武器にしている広告代理店（PR社）が情報をどのように扱うか、またそれがどのような結果
を生じさせるかがよく分かります。
「有利な情報を広め、不利な情報は広めない」ということを突詰めた結果、世の中がどうなるか。
情報を扱う人間は扱い方を、情報を受け取る人間は受け取る情報がどんなものであるかを考える参
考書になると思います。

1-405 405P (270分) 2011/05/17 03:55:46

 

Nori
☆☆☆

PR会社の威力を思い知らせてくれる本である。
テレビや新聞の情報には何らかの偏りがあるということを認識しなければ、PR会社やそれに類する
存在の思うがままになってしまうので、気をつけなければ。

パラパラと 100P (60分) 第９章 2011/05/07 14:38:01

 

QB
☆☆☆☆

情報の持つ力の大きさ、そして情報の扱い方の大切さなどいろいろと考えさせてくれる本です。
少ない戦力であるボスニアが、情報を使うことで強国を巻き込み勝利に導いた、PR会社のハーフ氏
はまさに、現代の孔明でしょう

1-167 167P (240分) 68-131 2011/05/05 15:25:04

 

しさん
☆☆☆☆☆

「PRの無理解が、あらゆる業界のあらゆる場面で、致命的な弱点としてたちあらわれている」
あとがきの引用ですが、これはほんとうだなぁ・・
政治、仕事がグローバルになる今日読んどかないと・・損する！
立ち読みポイントを読んだら最後まで読むことになるとおもいます

1-405 405P (240分) 1-50 2011/05/03 09:51:58

 

カレーの妖精
☆☆☆☆

情報操作が持つ強大な力を見せつけられる1冊。
政治家になりたい方は一度目を通すのもよいかも！？

19-50,255-317 95P (45分) 255-278ページ 2011/04/21 11:59:22

 

WILS
☆☆☆☆☆

PR活動が国をも動かす。
読めば読むほどに引き込まれる本でした。

1-235,370-384 250P (120分) 110-130 2011/04/19 12:40:28

 

ラモス
☆☆☆☆

国際社会にアピールするテクニックによって、戦争に対する世論や国の対応、そしてそれらの強力
なサポートによって、戦争の勝敗までもが決まってしまう可能性を持つ。その事実に驚きを感じる
とともに、私自身も普段、『印象』に判断基準を大いに左右されていることに気付かされた。



1-300 300P (150分) 32-35,134-150 2011/04/18 16:40:23

 

hide
☆☆☆☆☆

「民族浄化」はキャッチコピーの最優秀作だった。
アメリカをして国益にはつながらないボスニア紛争へ関わらざるをえなくさせた「PR」とは？
情報操作とは違う印象操作の機微を知りたい方必見。

1-405 405P (200分) 110-119 2011/04/17 16:49:16

ＴＯＰへ 
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日本列島の２０億年

著者名 白尾元理 発行年 2009年

出版社名 岩波書店 ページ数 100ページ

値段 1,900円 ISBN 978-4000057707

コメント
写真がすばらしい。特に空撮。鳥の目でしっかりと山や川が、どんなふうに地形をつくってきたかが見てとれる。ナ
ンバー20の新雪富士にほれぼれ。
解説が、もっと愛想良かったらなあ。できればイラスト入りがあらまほしい。良い企画なのに、そこがホント惜し
い。

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

NE
☆☆☆

写真が美しいですね。まだまだ、日本のいろいろなところに行ってみたい。

全部 100P (20分) 2011/07/19 01:14:35

 

金次郎
☆☆☆

日本旅行に行きたくなる。そんな本。

全部 101P (15分) 2011/07/15 13:49:02

 

モノペーデ
☆☆☆☆☆

日本列島が誕生してからの20億年という悠久の時間を感じることができた。なぜ年月を重ねてきた
ものにこれほどの魅力を感じるのか。32番の噴火の記録簿はまさに年月を重ねたものの美しさを表
した写真のように思える。ぞくぞくする。
最後の50番にはやられた。1枚の写真にあまりにもストレートな訴えが含まれている。

1-71 71P (20分) 32番、噴火の記録簿 2011/07/12 17:10:00

 

kasey
☆☆☆☆☆

田舎に帰ろう

全部 100P (30分) 2011/06/20 13:45:22

 

ほたー
☆☆☆☆

「景観50選」と冠するだけあって、どの写真も実際に見てみたい、
自分の足でその場に立ってみたいと思わせるような写真ばかりでした。

構図もそうですが、色合いの見せ方にも力を感じました。

1-101 101P (15分) all 2011/06/16 15:13:41
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masa
☆☆☆☆☆

自分が雪山が好きということで、立ち読みポイントは雪山で。
こういう写真を見てしまうと、今一眼を買おうか悩んでいる自分の気持ちをさらに買う方向へと動
かしてしまいます！！

1-50 50P (10分) 24番 2011/06/15 12:46:36

 

のしし
☆☆☆☆☆

自然を見に行くのは好きで，北海道～九州まで小さい頃からよく旅行していました。写真を一枚ず
つじっくり見てると心が癒されます＊＊この本をみるとまだまだ行くところは沢山あるな♪と実感
しました!!!!!

全部 100P (60分) 5つめの写真 2011/06/13 15:14:57

 

takeshi
☆☆☆☆

上空からの写真、見ていると何かわくわくする。
41番などには芸術的な美しささえ感じる。

全部 100P (30分) 41 2011/06/07 15:42:31

 

alpaca
☆☆☆☆

山あり川あり海あり平地あり。。。

日本イイネ！
欲を言えば日本古来の田舎の風景とか欲しかった。。。
田舎に行きたいなぁ。。。

全部 100P (30分) 42番 2011/06/01 16:36:12

 

きんこ
☆☆☆

壮大な自然！！
なのに簡単に人間は浸食してしまったんですね。

全部 100P (10分) 2011/05/31 18:24:14

 

tennismagician
☆☆☆☆

写真だけぱらぱらとめくっていきました。
芸術性が養えそうです。

1-72 72P (15分) 2011/05/24 20:21:10

 

ROZE
☆☆☆☆☆

さあ、サクサクページ数を稼ごう！

1－100 100P (10分) 2011/05/18 07:02:29

 

afob14
☆☆☆☆☆

日本にもこんなところあるのか、ときれいな日本を再発見出来ると思います。

全部 100P (20分) 2011/05/17 18:23:06

 

なかむー
☆☆☆☆☆

ほぼ写真なので気楽に読めます。
50ページはすごかった。

1-100 100P (10分) 50 2011/05/17 10:17:14

 

なかむー
☆☆☆☆☆

ほぼ写真なので気楽に読めます。
50ページはすごかった。

1-100 100P (10分) 50 2011/05/17 10:15:54



 

ARI
☆☆☆☆

自然の美しさにうっとり。
日本にこんなにも神秘的なところがあるのかと新しい発見。
最後の東京の写真も複雑ですが、衝撃的です。

全部 100P (20分) 9-70 2011/05/17 00:23:28

 

ジョン
☆☆☆

地層好きにはたまらない一冊。
ひたすら地層のみにフォーカスを当てて、何世紀にも渡って日本という大地を形成していったのが
わかる。
しかし最後の写真に度肝を抜かれた。
画面一杯に東京の都市群が描かれていたのだ。

わずか半世紀のうちに地表をこんなにも作り替えた人間に感動するべきか嘆くべきか僕にはわから
ない。

1-100 100P (15分) 2011/05/15 00:40:27

 

bob
☆☆☆☆

東京のビルの高層街の写真以外にも、自然が作り出した地形の写真がたくさん載っており、感銘を
受けました。

自然の力ってすばらしいですね！

1-100ページ 100P (30分) P98 2011/05/13 15:53:26

 

がぶりんぐ
☆☆☆☆

テレビ「空から日本をみて見よう」の自然バージョンです。
地理好きな方は、扇状地、河岸段丘、海岸段丘、U字谷、フォッサ・マグナ、糸魚川・静岡構造線
を
地学好きな方は、礫岩、泥岩、砂岩、変成岩、花崗岩、石灰岩を
お楽しみください!!!

東海地方、北陸地方の写真が多いですね。
東北地方と九州地方の写真がもう少しあったらなー…

1-101 100P (45分) 2011/05/12 18:11:45

 

チョコミント
☆☆☆☆

本当に日本で撮った写真ですか！？と思ってしまうぐらい壮大な写真もちらほらありました。
あんなところに冒険しに行ってみたいです。

全部 100P (30分) 写真のところ全部 2011/05/10 11:00:27

 

hide
☆☆☆

写真を眺めるだけで癒されるので、心が疲れて荒んできていたらぜひ。

1-100 100P (30分) 前半の写真の部分 2011/05/09 17:54:16

 

犬
☆☆☆☆

よく外国の絶景や世界遺産等で見るのと似たものが、日本という小さな国の中にいっぱいあること
を知り、改めて日本ってええ国と思いました。

全部 100P (20分) 20,24,33,40,43番の写真 2011/05/09 10:43:16

 

aira
☆☆☆

興味のない人にはどうということもない地形でも，地質学が好きな人だと思わず歓声をあげてしま
うかもしれない。そんな写真でいっぱいだ。後半に各写真の撮影地と地質学的特徴が簡潔に書かれ
ている。「地球」の姿を目にできる。

全部 101P (25分) ３８～３９，５２～５
３，５７ 2011/05/01 12:24:49



 

セシウムっぽいなにか
☆☆☆☆

ぶっちゃけ旅行行く場所探そうと思って借りた．けどあんま参考にならなかった；

この本は前半が写真，後半が写真の説明になってる．写真見ただけだと意味がわからないものもあ
るんで，説明読みながら写真を眺めてみると良いかも．

お勧めは20番．富士山を上から見下ろす写真ってあんまり多くないから新鮮だった．

写真だけ！ 75P (15分) 20 島弧の衝突と新旧火
山の集合 2011/04/29 20:15:38

 

yoichi
☆☆☆☆

４つのプレートがひしめき合うという非常に稀有な条件で列島が形成されたところに日本が位置す
る。この写真集には、それらのプレートの造山活動によって生じた断層や地形・地層などの風景が
収められている。
４６億年もの地球活動のなかで永遠的に造られてきた風景を、人間の活動によって大変革されてゆ
く東京の写真を見て衝撃を受けた。

1-100 100P (45分) 2011/04/26 12:42:26

 

竜馬
☆☆☆☆☆

実際に行って見てみたいと思わせる興味深い風景写真が多くあります。
それらの風景が如何様にして出来上がったかを巻末に丁寧に説明されており、もやもや感無く楽し
めます。

1-100 100P (30分) 2011/04/19 16:24:37

 

MRMPM
☆☆☆☆

岩や地層、田園等の風景写真が空撮から接写までさまざまな風景が収まった本。もちろん全て美し
い写真であるが、東北大地震のあとにみるこれらの写真はどことなく暴力的である。
最後の１枚の写真（人間がつくりかえた大地）はどこか示唆的である。
裏表紙の写真が好き。

1-87 87P (60分) 1-50 2011/04/18 17:03:57
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武士の家計簿

著者名 磯田道史 発行年 2003年

出版社名 新潮新書 ページ数 203ページ

値段 680円 ISBN 978-4106100055

コメント
埃まみれの古文書から微細にあぶり出される武士家族の収入と支出。維新を乗り切ったつましい暮らし。映画化、来
ました。

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

NE
☆☆☆☆

こういう視点で見るの大好きです。

第1章 33P (40分) 2011/07/19 11:21:54

 

cibot
☆☆☆☆☆

家計簿から見るって視点、すごい面白いと思いました。
昔の人の詳細なデータがあることがラッキーだなと思います。今でさえアクセスできないデータは
多いので。

1-203 203P (180分) 2011/07/18 00:40:28

 

redbull
☆☆☆

猪山家の幕末期の部分を主に読みました。文章の中に、当時の原文が出てくるのですが、すべて現
代語訳にしてほしかった。主人公成之の人生は、最後にかけて残念な感じだけど、それでも良い経
済状態だったのでしょう。

第１章、第4章～第６章 122P (80分) 第5章 2011/06/11 10:43:03

 

チョコミント
☆☆☆☆

タイトルを見たときは「武士」と「家計簿」という言葉があまり結び付かなかったけど、実際に読
んでみると武士の生活に対する視点が面白かったし、現代の自分達にも参考になることがありまし
た。
せっかくなので映画も観てみたいと思いました。

全部 203P (90分) 第2章 2011/06/07 11:32:19

 

セシウムっぽいなにか
☆☆☆☆

中途半端な所までしか読めなかったけど，第一章は読んでて面白かった．時間があったらもっと読
んでみたかった．
ペンは剣よりも強しっていう言葉を表わしたようなお話だった．珠算は武芸よりも強し（？）いつ
の時代も何かレアな能力があればお金を稼げるんだなぁ・・・．
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1-59 59P (50分) 第一章は取り敢えず面
白い 2011/06/07 02:28:12

 

犬
☆☆☆☆☆

おもしろかった。歴史好きはもちろん、興味のない人も題名のイメージにとらわれず是非読んでみ
て下さい。

全部 203P (100分) 第3章 2011/05/31 10:41:56

 

otanitaku
☆☆☆

歴史の勉強ではなかなか見られない、お金という視点から武士の生活を見ることができる。

129-176 48P (30分) 136-139 2011/05/23 17:37:33

 

aira
☆☆☆

研究素材になった史料は「金沢藩士猪山家文書」。著者は偶然この古文書を見つけたが，手に取っ
て中身を見たときの興奮はいかばかりのものだっただろう。
発行から７年半で４５刷という驚異的な人気の高さ。無味乾燥と思われがちな家計簿から，武士の
暮らしぶりが鮮やかに甦る。
こうした研究を仕事にできて，本当に楽しいだろうなあ。

全部 223P (95分) 第二章 2011/05/20 20:52:58

 

ミツヤサイダー
☆☆☆

武士の家計はとんでもなく確率変動するリスクが多いのだと知った。
各イベントにどれだけかかるか正確に把握していなければ家族を守れない。当時それをちゃんとこ
なしていた彼らは素晴らしい。

1-218 218P (60分) 98-98 2011/05/13 12:24:20

 

カレーの妖精
☆☆☆☆

武士のお金に関する苦労がよく伝わってくる。古文書の解読から実に様々なことがわかるというこ
とが驚きだった。歴史というと史実の暗記というイメージがあるが、歴史と現状を比較して物事を
考えるところにこそ歴史を学ぶ意義があるのかもしれない。

45-103,127-156,217-8
ページ 91P (75分) 2章 2011/05/11 10:59:21

 

hide
☆☆☆

この本を見て、家計簿をつけて自分の行動様式を読み取ってみようと考えました。

1-203をところどころ 203P (90分) 2011/05/09 17:50:36

 

WILS
☆☆☆

武士の家計簿からわかる当時の経済状況
武士は農民から米をもらってるから裕福だ、この本を読むまではそう思ってましたがそんなことは
なかった。
皆さんもこの本を読んで、実際の武士の生活にふれてみましょう。

1-140 140P (120分) 56 2011/05/09 12:40:32

 

のしし
☆☆☆

家計簿から武士の生活を見るという視点はとても面白かった。新たな見方ができました！！
ただ，単調な感じがして途中で飽きてしまいました…。

1-126 126P (70分) 第2章 2011/05/06 16:55:25

 

がぶりんぐ

学校で習う歴史は、政治や大衆的な文化、思想が中心ですが、
経済という側面を通してみた（やや下級の）武士の歴史はあまり触れられないと思いますので、興
味深く読めました。

資料により猪山家の家計収支が損益計算書のように見事に再現されています（71ページ）。



☆☆☆☆ 107ページからメインで取り上げられる猪山成之の写真もあえて必見です（118ページ）。

自分も家計簿つけたら、未来の誰かに見られるのかな?

3-218ページ 203P (120分) 71ページ、118ページ 2011/05/06 14:14:12

 

Nori
☆☆☆

武士のお金の使い方、風習などが分かっておもしろい。ただ、知っていることが多いので、物足り
ないと思った。

全て 203P (100分) 第三章 2011/04/29 10:51:32

 

QB
☆☆☆☆

『武士は圧倒的な勝ち組の身分ではなかった』
『士農工商の一番上の身分である武士が家来よりも経済的に貧しい』
『同業者親族の間での貸し借りは日常茶飯事』
などといった歴史の教科書では見られない、家計簿から意外な真実が垣間見ることが出来ます
当時の価格を現代感覚換算してくれるので、身近で解りやすくなってます。

1-103 103P (60分) 2011/04/26 18:43:17

 

しさん
☆☆☆☆

武士の付き合いってたいへんなんだぁと思いました。

あとがきがの２ページをぜひ読んでもらいたい。

1-218 218P (180分) 217－218 2011/04/24 22:58:21

 

tako
☆☆☆☆

武士の生活を経済的な面から見ているのが斬新。

武士の身分により得られる収入（米、銀）と、身分故にかかる費用が詳しく書かれ、当時の生活ぶ
りがよくわかる。

江戸時代から幕末、文明開化までの移り変わりが分かり、時代背景を追っていくのも楽しい。

1-160 160P (180分) 70ページあたり 2011/04/18 21:53:11
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トランクの中の日本

著者名 ジョー・オダネル 発行年 1995年

出版社名 小学館 ページ数 98ページ

値段 2,500円 ISBN 978-4095630132

コメント
たぶん戦争体験って、こんなふうにしか手渡してゆけないのかもしれない。
ハエが真っ黒にたかったりんご（90ページ）とか、アルミニウムのお盆（30ページ）とか、そして彼の代表作と称え
られる96ページの少年……痛みなしでは受けとれない。
写真の重み、それが語るドラマの重みを受けとめつつ、並記されている英語のコメントにも目をとめてください。そ
れもまた、ジョー自身が刻んでいったたいせつなメッセージだから。

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

みなみ
☆☆☆☆

戦争の悲惨さを人に伝えようと思ったらここにのっている写真を１枚見せればいいと思う。
それはどんな言葉よりも戦争の悲惨さを伝えられると思うから・・・

all 98P (70分) 2011/07/20 23:19:20

 

redbull
☆☆☆☆☆

もし戦争を肯定する人間がいるならば、これを見てその空しさを感じてほしい。

全部 113P (20分) 50-55 2011/07/13 14:32:58

 

モノペーデ
☆☆☆

期末テストの気分転換に、、、なんてタイミングで読むんじゃなかったー。抑えられない感情があ
ふれてきます。ここにいたら私はなにを考えただろうか。戦争は悲しい。

全部 98P (30分) 96,97 2011/07/12 16:59:08

 

ミツヤサイダー
☆☆☆

自分が受け取ったメッセージは「必死」の先にあるもの。
絶対的な「死」をもたらす破壊力の後にやってくる、絶望、悲しさ、喪失。
当時の日本は戦争に対して本当に「必死」だったと思う。
しかしその幕引きは、それまでの必死の努力を一撃で覆すものであったことがズドンと伝わってく
る。
そしてその後に残った・残された人々の感情とそれを取り巻く劣悪な環境、さらにはそれをもたら
した側の人間の抱く感情が見て取れる。
私の中に再現される戦争の事実と、当事者の感情の再構成に取り込ませて頂きたい。

1-113 113P (30分) ALL 2011/07/04 02:09:58
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しさん
☆☆☆☆

読んどいて損はない。

戦争は失うものが多すぎる。

1-113 113P (30分) 2011/07/01 11:54:10

 

WILS
☆☆☆☆☆

目を背けたくなるような写真が数点ありました。
こういうことがあったというのは聞いたことがあるが、実際に見るととても恐ろしい。

1-113 113P (30分) 12-13 2011/06/27 12:21:30

 

マキちゃん
☆☆☆

他のと間違えて読んでしまった。

米軍の兵士と日本の人たちが意外と仲良くしていたのが驚きだった。
あのとき外人さんみたらビビるだろうなぁ。

ぜんぶ 98P (30分) 2011/06/14 13:02:19

 

takeshi
☆☆☆☆☆

読んでいるのが辛かった。
東北の津波被害を思い出させる写真が沢山あった。

全部 113P (50分) 2011/06/07 15:26:40

 

なかむー
☆☆☆☆☆

白黒だけど迫力がある
東北の津波被害を思い出す

1-98 98P (50分) 2011/06/02 11:16:27

 

きんこ
☆☆☆☆☆

写真が多いからパラ読みしようと思って借りたのに、一文字さえも読み飛ばすことができなかっ
た。

全部 98P (60分) 2011/05/31 19:24:16

 

晏子_JP
☆☆☆☆☆

p97の写真は有名である。
p44も見たことがあるようなないような。
p58-59の戦闘機はどうも三式戦「飛燕」らしい。東工大的でなにより。

全部 98P (30分) 全部 2011/05/24 18:03:19

 

alpaca
☆☆☆☆☆

この本をThe Arrivalより流し読みしていいって言ったやつ出てこい。

ぶっちゃけモノクロで良かった。
カラーだったら耐えられん。

全部 98P (60分) 2011/05/24 17:23:38

 

QB
☆☆☆☆☆

私たちはその時のものを知ることはできない
写真ではなく実際に見る光景、臭い、音、温度、感触全てを知ることはできない。
写真だけでは伝えられなかったその時の状況

私はこの本を読み、戦争の悲惨さを知りたい衝動に駆られ、
その足で祖父に会いに行きました。

全部 98P (60分) 2011/05/24 14:00:34

 



ジョン
☆☆☆☆

p42のパン一斤のために、静かに秩序正しく並んでいる日本人の姿をみて、今の地震の場合と変わ
らないと感じた。パニックを起こさすに冷静に行動するっていうのは日本人の強みだと思う。

p44-45の老人の言葉が感動的。日本人だけでなくアメリカ人もこの悲劇を忘れてはいけない。

全部 98P (20分) 2011/05/23 13:47:07

 

ARI
☆☆☆

目を背けたくなるような衝撃的な写真ばかり。
このアメリカ人のカメラマンが来たとき、
日本人はどう思ったのだろうか。

写真の中の日本人は力強く見える。
この人たちのおかげで今の日本があるのだと感じた。

97ページの写真、中学校ぐらいの国語の教科書で見た気がする。
あのとき覚えた感情がよみがえる、インパクトのある写真。

全部 98P (30分) 97ページ 2011/05/18 17:11:37

 

セシウムっぽいなにか
☆☆☆☆

終戦直後の日本ではやはりチョコレートが猛威を奮ってたんだなぁ・・・．
原爆後の写真を見て驚いた．本当に何も残ってない．今回の津波の後の映像とかをみると木材とか
が結構山積みになったりして色々散乱してる感じだったのに対して，原爆後のは更地にしか見えな
い．津波の上を行く原爆・・・恐ろしすぎる．

全部 98P (20分) 原爆投下後の写真 2011/05/18 00:55:05

 

ばす
☆☆☆☆☆

写真の力はすごいと感じた。戦争中や戦後の復興期の写真は教科書なんかでよく見たが、終戦直
後、1945年後半の日本の写真を見る機会は実は少ないように思える。
とにかく読んでみることをお勧めします。

1-98 98P (60分) 2011/05/17 10:13:04

 

竜馬
☆☆☆☆☆

私物カメラで撮影したネガをこっそり持ち帰り、半世紀の間、二度と開かないつもりでトランクに
封印していたとのこと。
矛盾したように感じる行動だが、読み終えたときには、カメラマンの複雑な心情を疑似体験できま
す。

1-98 98P (60分) 2011/05/03 16:17:47
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任天堂“驚き”を生む方程式

著者名 井上 理 発行年 2009年

出版社名 日本経済新聞出版社 ページ数 288ページ

値段 1,700円 ISBN 978-4532314637

コメント
人生のたくさんの時間をお世話になってきた、いやたぶん今もお世話になりつつあるゲームの世界のお話。
京都の花札屋がいかにして世界制覇を成し遂げたか？ なんてまとめると、ありがちサクセスストーリーっぽく聞こえ
るけれど、どうしてどうして、この会社はタダモノではない。「最先端じゃなくてイイ、枯れた技術でじゅうぶん」
「僕らは役に立たないモノを作ってる」、経験に裏打ちされたスゴイ言葉がぽんぽん飛び出してくる。数時間のイン
タビューをお手軽にまとめたのとは底力の違う、取材の手あつさがあってこそだろう。気合いの入ったルポルター
ジュである。
そして何より、社長の岩田さんが我らが東工大の大先輩だってことに、アツくなれる……はず！

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

スキニー・ボーイ
☆☆☆☆

苦労してヒットを出してきた任天堂の歴史の深さに感動した
複雑なゲームが＝面白いとは限らないけど、任天堂のゲームは他とは違った驚きがある理由が解っ
た。

1̃288 288P (200分) 2011/07/20 20:42:54

 

マキちゃん
☆☆☆☆

まだ最初の方しか読めてないので、なんとも言えません。
面白そうな本だと思ったので、読み進めたらまた書きます。

とりあえず任天堂に入りたくなってきました。

1-35 35P (30分) 2011/07/17 20:58:15

 

ばす
☆☆☆☆☆

おそらくこの授業を取っている人は、ファミコンから今まで任天堂のハードの移り変わりを見てき
たはずで、この本が言わんとすることを実感を伴って理解できるのではと思う。この本を読んでい
て、「確かにそうだった！」と思うことが何度もあった。

iPhone用ゲームとかが台頭する中で、今後任天堂がどういう戦略を取るのか注目していきたい。

全部 288P (180分) 2011/07/13 17:16:26

 

なぜ他社に比べて性能が低いDSとWiiが売れ続けているのか？ 
その疑問にわかりやすく答えてくれている。かつてのニンテンドー64、ゲームキューブなど過去の
負の資産を、正の資産へ変えていけるゲームとは映像美や音楽の良さでなく、あくまで楽しみを追
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yoichi
☆☆☆☆☆

及するものであるものであることを大前提とする信念が任天堂を首位に返り咲かした要因かと思っ
た。 

1-280 280P (140分) 2011/07/11 13:19:58

 

lack
☆☆☆☆☆

ファミコン・スーファミ・ロクヨン・・・。
私たちの年代ならば、ほぼすべての人が一度は触れてたことがあると思う。そして、漠然としたコ
ミュニティの中で共通のルールみたいなものもあっただろう。

私が知っている共通ルールは、
「死んだら、交代。」
ファミコン・スーファミ時代のアクションゲームは１人もしくは２人プレイであり、大勢で遊ぶこ
とになるとどうしても交代しなければならなかった。そこで、プレイヤーが死んだら交代するとい
う暗黙のルールがこれ。
たぶん、多くの人が自分の番が早く回って来ないか、ワクワクしながら待っていた記憶が皆さんに
もあると思う。

そして、その待ち時間を少なくしてくれたのは、言うまでもなくロクヨン。誰もが４人で同時対戦
できることに感動し、ゲームにのめり込んだはず。今でさえ、「大乱闘スマッシュブラザーズ」が
あれば、丸一日遊んでいられるのは私だけではないと思う。

振り返ってみると、私たちの世代にとって、任天堂はなくてはならない存在であった。その会社に
より、多くの友情が生まれ、そしてまれにコントローラ奪い合いの喧嘩が生まれた。

そんな任天堂の今までの成功と失敗、そしてどのような経営方針であるかを記した本となってい
る。非常に読みやすく、誰もが聞き覚えのある固有名詞が出てくるので、懐かしみながら、そして
ワクワクしながら読めるでしょう。

P.S.バーチャルボーイは、ネタ部門において最強のハードだと思う。

全部 288P (360分) 2011/06/23 16:08:13

 

Hachi
☆☆☆☆

これまでのゲームの常識を打ち破ったwiiとDSの制作過程が書かれた本。技術者がマーケティング
を考えながら製品設計を行うというのはある種、理想的であると思う。一番好きな言葉は、ニーズ
をもとに商品を開発すれば、過去に向けて商品を出すことになり、未来を先取りすることはできな
い。まったくその通りだ。

全部 304P (120分) 2011/06/20 23:38:37

 

たたみ
☆☆☆☆

タイトルどおりの内容で満足して読むことができた。でも、岩田さんと山内さん横井さんの働きが
すごかったのは分かったんだけど、発想に至るプロセスがあまりかかれていなかったのが少し残念
だった。

全部 288P (40分) とくになし 2011/06/16 14:35:52

 

ROZE
☆☆☆☆

自分は任天堂が嫌いだ。
２ちゃんでの隠語”妊娠（任天堂信者）”という存在があるように、任天堂のユーザーはマナーが
悪くて民度の低い者が多いと思っていた。正直鬱陶しくてたまらない。

そんな自分のユーザーに対するイメージを払拭してくれたこの本。
今度Wiiでも買おうかな。

1-288 288P (150分) 2011/06/13 18:23:48

 

日本の会社の製品の中には、ニーズを全く反映していない製品が多いように思える。そのような製
品を作るのではなく、ニーズ（潜在的なニーズも含む）を反映したモノを作れば売れるということ
は当たり前のことである。任天堂は市場法則に従った結果成功した。ただそれだけのことだろう。
そして、潜在的なニーズは日常生活の些細な事柄から読み取らなければならないのだろう。



Nori
☆☆☆

供給が需要を決めるのではなく、需要が供給を決めるのである。供給能力が十分にある社会では当
たり前のことである。そんな当たり前のことが分からない人が多いから、日本の経済は停滞、もし
くは衰退してしまっているのだろう。
DSやWiiを生み出すのは簡単ではないものの、当たり前のことを積み重ねていれば”驚き”とな
り、当たり前のことの実践が発展につながるのだろう。

全て 288P (240分) 第５章 2011/06/10 10:18:59

 

晏子_JP
☆☆☆

DSやWiiの独創性がどのように形作られていったのか。その過程は興味深い。

まあそれだけであったが。

全部 288P (100分) 2011/06/07 00:11:21

 

shonanboy
☆☆☆☆

任天堂の成功要因を一人の語り手が物語を展開していく読み物です。
この本には任天堂が如何にして成功を遂げてきたか、失敗を踏んできたかが
凝縮されており、非常に読み応えがありました。

任天堂の成功要因としては、読んだ限りだと
・コアな部分に徹底的に資源を投入していた
・娯楽というコンセプトを守り続けた
・クリエイティブな活動に専念できる時間とお金に余裕があった
といったところが挙げられ、今話題のapple社にも共通の点が
大きのではないかと思いました。

P.269
DSに付随されている「うごメモ」についてですが、任天堂と共同で運営している
はてなは現在ではうごメモのWebサイトを世界的に展開し、世界中の多くの人が楽める
プラットフォームを完成させています。非常に面白いのが言語を越えたゲーム、絵は
娯楽として世界中の人に楽しんでもらえ、評価しあえる点です。
やはり、世界展開するときに一番のキーとなるのが言語の問題です。
そういった問題点を任天堂はWiiやDSiで、世界的に共通な健康やスポーツをテーマに、言語外の娯
楽要素を強めることでゲーム人口の裾野を
広げたと言えます。また、インターネットとゲームが繋がることで、世界中の誰とでも
ゲームが楽しめ、コミュニケーショが取れる。だからこそ、この「うごメモ」の
取り組みは面白く、今後とも切り口は変わったとしても発展していく素材なのではないかと考えま
す。

今後の展望として、インターネット人口が世界的に増加し、人類みなクリエーターになる中で、
どの様にして玉石混交の玉を発掘していくか、それとも自身で玉を作り続けていくのかが、
キーポイントとなるような気がします。

1-304 304P (180分) 269 2011/06/04 13:05:22

 

ほたー
☆☆☆☆

Wiiの「家族に敵視されない」「毎日触れる」というコンセプトは、
ゲーム機ににかける思いの、長い歴史が詰まってるんだなぁと思いました。

次の任天堂はどんなモノを生み出すのか楽しみになりました

1-288 288P (60分) 2011/05/30 07:52:50

 

ア・ローブ
☆☆☆☆☆

自分が任天堂の商品好きということもありますが、とってもおすすめ

知らなかった裏話がたくさんあります。「64って売れてなかったの？」「カービィってもともと違
う名前の予定だったの？」などいろいろ
任天堂商品の頑丈さや枯れた技術という考え方には驚くばかり

なによりDSやWiiを作ったコンセプトが素晴らしい。ゲームの性能がよくなると、それに比例して
内容が壮大に操作が複雑になってしまい、コアなプレイヤーしか見向きをしなくなってしまう。世
の中の技術は進歩しているがあえてその最先端を駆使せず、操作を簡単に理解しやすい内容にする



という、様々な立場の客に向き合う姿勢は見習うべきところであると思う。

全部 288P (270分) 第2章 2011/05/27 09:33:19

 

masa
☆☆☆☆☆

自分はそれほどゲームに興味があるわけではないが、この本を読んで、任天堂のすごさを感じまし
た。

特にWiiの誕生秘話や戦略などはすごいと思いました。

全部 288P (250分) 2011/05/26 13:10:08

 

McQueen
☆☆☆☆

64とゲームキューブの反省をふまえたうえで誕生したDSやWiiの生まれた経緯が興味深い。

1-76 76P (60分) 2011/05/23 14:48:34

 

WILS
☆☆☆☆☆

自分の好きなゲームがどのようにして生まれたのかが書かれた本
ゲーム好きなら必ず読むべし

1-304 304P (200分) 54-60 2011/05/19 10:24:06

 

varen
☆☆☆☆

何よりもお客さんの視点で考え続ける姿勢がすばらしい。こうゆう企業がゲーム業界に残っている
ことが分かっただけでも読んだ価値はありました。

1-304 304P (240分) 2011/05/17 04:22:23

 

otanitaku
☆☆☆☆

まさに、目の付け所が違う！という感じ。
Wiiに「お母さんに嫌われない」というコンセプトがあったことに驚き、そこに全力で技術を振り向
ける技術陣にも驚いた。

49-131 , 269-304 119P (70分) 54-57 2011/05/16 13:54:06

 

QB
☆☆☆☆

成功を収めても、多様な方面には向かわず、一つのことだけに専念している企業としての筋の通し
方に関心いたしました。

1-247 247P (150分) 77-209 2011/05/13 16:24:54

 

なかむー
☆☆☆☆☆

任天堂の歴史がよくわかる
任天堂の経営哲学と挑戦の様子が書かれている
任天堂ガンバレ！！

1-304 304P (120分) 162-168 2011/05/11 17:16:29

 

しさん
☆☆☆☆☆

立ち読みポイントは横井軍平さんについてのところです．
花札屋だった任天堂を，ファミコン，ゲームボーイを生み出す企業に成長させたキーパーソンの一
人です．
任天堂には期待できると，この本を読んで素直に感じました．
あと，DSとWiiが欲しくなりました．

1-288 288P (160分) 185-217 2011/05/10 09:51:21

 

カレーの妖精
☆☆☆☆

新しい技術だけに目を向けるのではなく、既存の技術を別の使い方で用いてみることも重要であ
る。ものが飽和している今の社会において、企業として生き残るためにはどのような考え方をしな
ければならないのか。いろいろと勉強になる1冊でした。



185-304ページ 120P (80分) 275-283ページ 2011/05/09 08:26:37

 

そーた
☆☆☆

64やゲームキューブなどが伸び悩んだのは、最先端技術を駆使したハードを作ったがゆえのソフト
開発の複雑化と、詳細にこだわったソフト製作から生じる消費者離れ、による。

そういう失敗を経て、DSやWiiを世に送り出している。

開発者は、ゲーム機が売れなくなった理由や、どんなゲーム機なら買ってもらえるのかを考え、
「任天堂らしさ」を大切にしながらゲーム機を開発している。

一見すごそうだけど、
でもこれって全部普通じゃない？
と思ってしまう。

DSやWiiのアイデアは今までにないものであるが、突然閃いたわけではなく、マーケティングの成
果。原因があって結果がある。至って普通。

と、辛口なコメントになっているが、
任天堂が、世にエンターテイメントを数多く生み出していること。沢山の人を喜ばせていることは
素直に素晴らしいと思った。

花札の下り面白い。

全部 304P (180分) 京都のぼんぼんとトラ
ンプ(247－249) 2011/05/02 12:45:32

 

がぶりんぐ
☆☆☆☆☆

一般的なビジネス成功論でないところが、ある意味おススメ！
「アップル」と「任天堂」の比較（162-168ページ）は、賛否両論あるかもしれないですが、
なかなか興味深く、新鮮な視点での評論でした。
DSやWiiのように任天堂は「異質な会社」であるという理由が、
任天堂に携わる、いうなればユニークな「任天堂人」達を通して
本書全体にちりばめられています。

ほかにも
・「マリオ誕生にアメリカのあのアニメキャラクターが関係している？」（98-99ページ、198-199
ページ）
・「星のカービィは一度発売中止に追い込まれ、当初のタイトルは…」（110-111ページ）
など逸話もいろいろ！
（私、任天堂ゲーム通なのですが、正直知りませんでした…）

一読した後、家族、友達みんなで任天堂のゲームをすると新しい発見があるかも!?
（私も無性に友達とWiiの「大乱闘スマッシュブラザーズX」をプレイしたくなりました!!!）

（追記）
来年、任天堂の次世代家庭用ゲーム機が発売されるようなので、
直接の記述はないですが、この本にそのてがかりが隠されているかも…と思いながら読むのもよい
かも?

1-304ページ（全部） 288P (150分) 162-168ページ、290-
304ページ 2011/04/25 13:42:52

 

bob
☆☆☆☆

皆さんが、いつもお世話になってる、任天堂の本です。

DS、Wiiの開発までの流れや、懐かしのゲームボーイの開発の話などなど、たくさんの任天堂秘話
が書かれてあります。

「任天堂」と言う会社はどんな会社なのか、もし知りたかったら是非借りるべきです！！この本を
読めばわかります！！

1-304 304P (200分) 49-67 185-209 2011/04/24 19:22:17

 



TKI
☆☆☆☆

任天堂におけるイノベーションの要因となった「枯れた技術の水平思考」についての記述が非常に
面白かったです。住宅や食品などのような生活必需品ではない娯楽産業では、ヒット商品の入れ替
わりも激しい。そのため、生き抜くためにはヒット商品を持続的に生み出す必要があるが、マー
ケット分析だけではヒット商品を実現できない。そこで任天堂の成功のうえで重要となる考え方が
「枯れた技術の水平思考」である。最先端の技術を開発し、その技術をゲームに実装するのではな
く、娯楽業界に限らず、現在ある技術を活かしてゲームを作る考え方である。既存技術を転用する
ことで、先端技術を研究する時間を短縮でき、数も多く発売できるためヒットの確率が上がるので
はないかと感じました。さらに、突飛なアイデアを受けいれられる任天堂の組織的な特徴に着目し
た記述も興味深かったです。

1-304ページ 304P (150分) 185-193 2011/04/18 21:09:55

 

スティアーノ
☆☆☆☆

任天堂が好きな人なら、ぜひおすすめ。

年代的に、任天堂の歴史と人生がかぶるので、読みながらゲームと一緒に当時のことも思いだせ
る。また、この本を読むと任天堂という会社の特殊性をかなり理解できる。少数の天才がゲームを
作っているんだなあという印象。個人的にツボだったのが、横井さんのエピソード。暇つぶしも侮
れないんだと思った。おそらく、その面白さに気づいた山内さんもすごかったのは間違いないんだ
ろうが、仕事中に暇つぶしで勝手に物を作っちゃうって横井さん自身も相当、面白い人だと思っ
た。

1-216 216P (80分) 194-198 2011/04/15 13:49:26

ＴＯＰへ 
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地下鉄は誰のものか
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コメント
ふたりだけの株主総会、という光景に笑ってしまいました。東京メトロ、株主さんは国と東京都のふたりだけ。これ
じゃ会社じゃなくて公社だね。
なら都営地下鉄と合体して、首都圏の地下鉄を一元化すれば、遠回りなホームも面倒な改札もスッキリ解消、何より
料金がぐっと下がって利用客も通勤定期代払う会社もみ～んなにこにこ、四方八方万々歳……のはずなのに。
誰がみても妥当なプラン。でも副知事さんがこれだけ大奮闘しても、なかなか展望が開けてきません。
どして？ いったんできてしまった組織や利権を崩すことが、どんなにたいへんか、この奮闘記から読みとってくださ
い。

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

Ohayo-usagi
☆☆☆☆

時間がなかったので、他の人がオススメしたところを濫読してみた。
面白そう。すぐ返しますが、もうちょっと読ませてください。

13-26,208-217 21P (15分) 2011/07/20 22:29:39

 

みなみ
☆☆☆☆

今まで私鉄と信じて疑わなかった東京メトロにこんな裏があったなんて。
都営→東京メトロと乗り継ぐとぼったくり並みに高い料金をさっさと統合して安くしてほしいで
す。

all 219P (180分) 2011/07/20 22:23:44

 

モノペーデ
☆☆☆

地下鉄は誰のものかという主題がぴったり。究極的には利用者のためにあるべきという考えが暗黙
にあるが、株主のために利用者に不都合なかたちで存在する地下鉄の姿を暴き出している。

6章 35P (30分) 2011/07/19 14:47:35

 

varen
☆☆☆

普段からちょくちょく使う地下鉄の実態を垣間見る本。
この本を読む時は内容を信じすぎない方がいいかもしれない。
東京の地下鉄が嫌いになって交通が不便になるかも。

1-219 219P (110分) 2011/07/14 16:57:18

 

都営地下鉄と東京メトロがどの様に共存共栄して来たのかは、目に見えない分、まさにアンダーグ
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http://www.historians.jp/comment_set.php?book_id=41
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http://www.historians.jp/bbs.php


yoichi
☆☆☆

ランドであった。分かりやすさを期待したが、猪俣氏の緻密的かつ論理的展開に「ちょっと覗いて
見たい」という興味は一気に萎えてしまった。

1-160 160P (110分) 2011/07/11 13:10:51

 

MagicKittyGuy
☆☆☆

メトロの株主って，結局，国と都だったというのをこの本で初めて知った．
内容は強引な論理展開が目立つなと思った．言いたいこと言ってるだけみたいな．
この人のファンにはいいかもしれない．

1-84 84P (100分) 2011/07/07 16:04:50

 

吉田
☆☆

「株主の論理からいうと車両いっぱいにお客さんを運んでもらったほうがいい。」
利用者は代替手段がない限り地下鉄を利用せざるを得ないのだから、新線を作る必要もない。結局
利用者の利便性を優先する地下鉄は実現しないのだろう。

173-205 33P (30分) なし 2011/06/30 01:34:17

 

ミツヤサイダー
☆☆☆☆

東京メトロは「国立」企業である、というメッセージを伝えるのに非常に存在意義のある一冊。
東京メトロの正式名称は、東京地下鉄株式会社、その株主は国が53.4%、東京都が46.4%であり、
「国営」ではないがその実「国立」であるとの主張は間違ってはいないだろう。

立ち読みポイントのページにも指定したが、
「九段下駅では、メトロと都営の改札を行き来するのに、本来壁一枚の距離を一旦地上まで上って
降りなければならない。」
というのは、いつもながら感じている不合理を再確認させられた。
だが、同時にいつも思うことが「株主にとっての合理とは、利益を含めた合理性」であり、資本主
義ではそれが正義とされている、ということだ（ルールに反しない限り）。
そのためには「民営化」という口実は、非常によい隠れ蓑となっている。
メトロは本来の輸送業というドメイン定義外の不動産や飲食業にも12の子会社を持ち、内39人が天
下り役員となっており、平均役員報酬は1200万円。だが、「絶対的な文句」を言えなくしている。
この時点で組織の外部から解決策を見いだせなくなってしまったので、自分としても非常に歯がゆ
く感じている。
どうすれば良いのだろう？
いまだ著者も具体的な解への道筋は見いだせていないのだろう。

もう一点別の視点から、ロンドンのTubeはよく止まるが、シンガポールのMRTはとてもスマートに
目的地まで連れて行ってくれる。
一旦インフラ投資が終焉を迎えてしまうと、そこには体質改善に向かう「動機」が無くなってしま
うのだ。

1-217 217P (60分) 14-24 2011/06/29 20:49:57

 

jun
☆☆☆

地下鉄の主導権をめぐって、同業会社やバス会社などが熾烈な株の奪い合いを行う。普通に生活し
ていたらまず知ることのできない世界を垣間見た気がした

140-172 33P (40分) 2011/06/29 01:33:40

 

たたみ
☆☆☆

途中までしか読んでないのでなんとも言えないけど、地下鉄は誰のものかって問いに対しては、別
にその路線を所有する会社のものでいいんじゃね？と思った。

1-87 87P (20分) わからない 2011/06/28 12:44:27

 

MRMPM
☆☆☆

都営地下鉄と東京メトロ。なんでこの二つが別々にあるんだろうというか違いはなんなんだと昔か
ら気になっていた。それについての問題、疑問を解消してくれたようなしてくれなかったようなそ
んな一冊。

1-224 224P (240分) 5,6章 2011/06/27 15:08:00

 



tamiko
☆☆

「地下鉄は誰のためのものか」考えたくてこの本を手に取ったが、
書かれている内容に興味がなく、パラパラ読んで終わらせてしまいました。

219 100P (30分) 2011/06/21 15:43:01

 

otanitaku
☆☆☆

猪瀬さんかっこいい！と思うかは別として、東京メトロを嫌いになるには十分でした。

1-83 83P (45分) 33-39 2011/06/21 12:52:27

 

ROZE
☆☆☆

読んでいてあまりいい気分にならなかった。
きっと私の感覚と作者の感覚が離れているのだろう。

1－120 120P (30分) 2011/06/20 13:40:34

 

ほたー
☆☆☆

メトロは国立、私鉄は私立。うーんなるほど。

都内西側に住んでいて、個人的にはあまり地下鉄を使う機会がないのですが、
地下鉄への問題提起は、興味のある人には面白いのではと思いました。

7-83 77P (30分) はじめに 2011/06/15 16:41:22

 

savon
☆☆☆☆

地下鉄と私鉄のビジネスモデルが大きく異なることがわかりました。

1-83ページ 83P (120分) 2011/06/15 12:27:31

 

BananaLC
☆☆☆☆

著者の切り込む姿勢がカッコよかったです

28-50 23P (60分) 2011/06/14 12:18:18

 

masa
☆☆☆

自分はそれほど地下鉄を使うことがないので、東京メトロと都営地下鉄という２つの組織があるこ
とによって、この本に書かれているような不便を感じることがなかったが、少し読んでみると１つ
組織になれば、もっと便利になるんだろうなと感じた。

1-50 50P (30分) 2011/06/07 12:46:34

 

ラモス
☆☆☆

同じ地下鉄なのに２重の乗り換えを強いられることや、運賃を余計にとられることを不快に思った
ことは今までに確かにあったけれど、深く考えることはなかったので、そのからくりや統合が難し
い理由は目から鱗だった。

1-110 110P (40分) 14-25 2011/06/03 21:43:36

 

lack
☆☆☆

行政の中の人が、行政に対して文句を言っているお話。
やっぱり、いかに民主主義といっても、裏話は絶えないね。

1-84 84P (30分) 2011/05/31 13:03:28

 

「大手町」「表参道」「霞が関」「日比谷」
「九段下」「神保町」「麻布十番」「大門」
「溜池山王」「本郷三丁目」「三田」「白金高輪」
「国会議事堂前」「春日」「永田町」「新宿三丁目」…

山手線の内側にある駅を考えると、
中央・総武線を除けば、ほとんど東京メトロか都営地下鉄の駅だなと
（都電荒川線もありますが、都営の運営母体である東京都交通局所属ですしね）



がぶりんぐ
☆☆☆

ただ、あまりこの問題が都民の中で浸透していないので、
もう少し議論を広げる必要が根本にあるのではないのでしょうか？

乗換不便ですが、郊外の中核都市に住むものとしては、
「外周線状はJR（横浜線、南武線）、放射線状は私鉄（京王線、小田急線、東急線）」
という暗黙の交通地理状態に慣れてしまっているので、あまり違和感を感じなかったのかもしれま
せん。

過去の私鉄の話（「大東急」とか）、両会社の運営の仕組みなどは、つぶさに記述されています。

初乗りがとられるのは、
就活で都心を駆け巡るときに私たちの財布に結構響いてきそうです…
一元化も構わないですが、
個人的には、「都営地下鉄・東京メトロ一日乗車券」
（大人1000円・都営地下鉄、東京メトロ一日限り乗り放題）
の値下げとかでカバーできないかなと…

7-26,85-138,173-
206,207-219 121P (70分) 13-26,208-217 2011/05/31 09:46:19

 

synthemia
☆☆

答えが決まっていて、それを正当化する本なんだなと感じ、途中で萎えてしまった。どうぞ頑張っ
て下さいと言っておく。

1-27 27P (30分) 2011/05/30 13:45:23

 

tako
☆☆☆

地下鉄会社をひとつにするためには色々な障壁があることがわかる。会社がひとつにならなくて
も、ホームが隣なのに乗り換えで遠回りしなければならないような問題はすぐに解決すべきだと
思った。みんなが便利な交通機関を目指してほしい。

1－172 172P (120分) 2011/05/24 21:00:28

 

ito
☆☆☆

1枚の薄い壁で分けられた違う鉄道会社のホームなど、身近な例から知ることができ入り込むこと
ができた。

日本上層部の構造を知ることができる。

7-50,86-110,174-205 101P (50分) 49 2011/05/24 10:32:28

 

スティアーノ
☆☆☆

噂の東京マガジンっぽくて面白かった。見てる人、読んでる人を怒りの力で煽っていくような番組
が好きな人なら、おすすめ。あまり地下鉄を利用していないので詳しくないが、競争によって社会
厚生が高まっている面もあるのではないかと思った。

1-217 217P (80分) 217 2011/05/23 19:14:18

 

takeshi
☆☆☆

メトロの株主総会の話は面白かった。
なかなか一筋縄ではいかない問題だと感じた。

1-154 154P (120分) 28-33 2011/05/19 12:06:28

 

オクリバントの鬼
☆☆☆☆

本書を読んで思い出したのだが。。

メトロの駅は掃除が行き届いていないように感じる。
日比谷線の広尾駅のホームの床の汚さとか半端ない。

儲かっているならそういうところからきちんとしｒｙ

1-217 217P (120分) 2011/05/18 12:19:13



 

hide
☆☆☆☆

都心の地下をうごめく地下鉄と、その地下鉄の利権を巡ってうごめく人々が対比されている気がな
んとなくしました。

あなたが電車会社のオーナーなら収益を駅のバリアフリー化に投資するか、ビル購入等の不動産の
投資するか？
東京メトロの回答はこの本に！

1-213 213P (70分) 2011/05/17 10:08:34

 

しさん
☆☆☆☆

なんでも歴史はおもしろい。
私鉄とか地下鉄の歴史(経営史がメイン)って映画化できる。
ここが一番熱くなりました。
あと、明治から昭和にかけて、ほんとにすごい人がたくさんいたんだなぁって・・・
*****************
メトロと都営地下鉄の一本化については読んだらわかります。
いいすぎな気もしますが、本当でしょう。

1-219 219P (120分) 四章から五章 2011/05/14 13:54:19

 

WILS
☆☆☆☆

すごく東京メトロ批判本
読めばなるほどと思えるところは多いが言い過ぎな気もします

1-4,7-終章 153P (80分) 55 2011/05/12 12:18:50

 

ばす
☆☆☆☆

この本を読んだ後では東京メトロが悪の権化にしか見えない！これから読む人は洗脳されないよう
に気をつけてください。
本業の利便性向上を差し置いて違う事業に投資とか、高給だとか、そんな企業が他にもあったよう
な。

1-217 217P (150分) 52-83 2011/05/10 09:23:55

 

晏子_JP
☆☆☆

自分が経験した頭の悪い乗り換えポイント。
蔵前駅。
都営浅草線、都営大江戸線が交差しているが、乗り換えるためには一度地上に出る必要がある。浅
草線蔵前駅を厩橋交差点付近につくらなかったのが最大の原因。
「こんなの絶対おかしいよ」

ちなみに、猪瀬直樹の著書について感想をツイートすると、副知事どのにリツイートされるかもし
れません。

全部 219P (100分) 217 2011/05/08 20:21:15

 

cibot
☆☆☆

メトロ→都営→メトロみたいな乗り継ぎをしたことがなかったし、乗り継ぎの不便さとか気にした
ことなかったので、地下鉄を利用するとき今までと違う視点で見てみようと思う。

1-84ページ 84P (60分) 2011/05/08 16:32:57

 

QB
☆☆☆☆

メトロと都営の一元化を巡る問題で垣間見える、歴史的な対立がなかなかに興味深く書かれていて
コンビニと地下鉄の意外な関係など、経営陣の奔走が見て取れます

1-158 158P (90分) 51-85 2011/05/04 10:19:34

 

kasey

東京の地下鉄の歴史と今がよくわかります。
特に現在の銀座線の浅草～新橋間の東京地下鉄道と渋谷～新橋間の東京高速鉄道との攻防の話など



☆☆☆☆ が面白い。

全部 219P (150分) 2011/05/03 15:40:50

 

tennismagician
☆☆

地下鉄の料金システムの正体がわかったことだけ得られた。

1-138、216-217 140P (60分) はじめに 2011/05/02 20:21:43

 

NE
☆☆

利用客としては運賃一元化は喜ばしいしぜひやってもらいたい。
ただ、作者が言うほどメトロに対して利用客は不満を持っていない気がする。駅ナカなどの商業施
設もサービスの体はなしていると思うし、進行は遅いが転落防止の柵などの配備もしている。バリ
アフリーばかり言うのもどうかと思う。

あと、個人的に地下鉄の歴史は違う作者で読みたいかな。ちょっと人間ドラマがうっとおしい。

1-154 154P (300分) 2011/04/28 19:10:27

 

プンプン
☆☆☆

東急の五島のところは面白く読めました。

1-25,86-110 50P (25分) 特になし 2011/04/27 12:14:10

 

そーた
☆☆☆☆

メトロは前身の営団地下鉄時代から、国と東京都から2700億円ずつの補助金を得ていた。今、もう
けを沢山出しているメトロは不動産に投資する前に、利用者に利益を還元すべきだ。利益の還元の
仕方が地下鉄一元化による利便性の向上。ということが書かれていたと思う。話の流れがとても解
りやすく説得力もあった。また猪瀬さんは口げんか？がうまいというか、交渉の進め方がうまい。
それはとても参考になった。

私は、地下鉄一元化について、猪瀬さんの話からしか情報を得たことがない。もっといろんな人の
意見を知りたいと思った。

1-110 110P (90分) 2011/04/26 11:40:13

 

セシウムっぽいなにか
☆☆☆

自宅のある高輪台から赤坂見附まで新橋経由で行くと300円かかるらしい．ちなみに電車に乗る時
間は約15分．小学校の時通ってた塾のある人形町駅まで行くのと大体同じ時間．高輪台から人形町
までは210円．・・・う～ん，確かに金額に差が出てるな．

この本は，違う鉄道会社の地下鉄乗っただけで運賃跳ね上がるのおかしくね？っていう疑問を投げ
かけてる本．中盤からはひたすらメトロ叩きしてるんだぜモード全開なんであんま面白くないか
も．
『なんで黙ってるんだ日本人！おかしいと思わないのか！』
う～ん，確かに高いと感じた事はあるけど，まぁ色々事情があるんだししょうがないんじゃね？と
しか思わなかった．典型的な飼いならされた日本人ですんません．

まぁでも，確かに利便性を考えると地下鉄に限らず運営してる会社が違うだけで運賃が跳ね上がる
なんてのはやめて欲しいってのはある．こういう事言うと，だから情弱はダメなんだよなｗそうで
きない理由があるからやらねーんだろｗｗとか言われそうだけど，何も対策を施さないで放置して
おくよりも思い切って鉄道会社全部で料金体系統一化させたほうが後々には良い結果を生むんじゃ
ないかと．ちなみにカナダのトロントではweekly passとかってのがあって，それさえ持ってればト
ロント内の電車バスは乗り放題だった．値段もそこまで高くないし，かなり重宝した記憶がある．
というわけで，若干ずれてるかもしれないけどそんな解決策もあるのかなと．

濫読ポイントは第一章．個人的には身近な問題だったんで（最寄が都営浅草線）興味はあった．で
も，そんな気合い入れて読む本ではない気がする．それこそ地下鉄利用しない人にはふーんで終わ
る話だしね．

前半分くらい 112P (70分) 第一章 2011/04/26 00:24:36

 

僕はとくに地下鉄を利用することはないけど、



ア・ローブ
☆☆☆☆

利用するにあたってこれほど不可解な路線はない
と感じてしまう本です。

前半は実際の事例をあげてどれだけおかしいか、これまでメトロや営団にどれだけ言ってきたかを
説明しています。
これを読んで改善してほしいと思う一方で、自分には何もできないことが悔しく思えてしまう。

全部 219P (240分) 第一章（14～25） 2011/04/22 09:44:26

 

alpaca
☆☆

どうでもいいけど最初のページの「首都圏」は「関東+山梨」であって「一都三県」のことじゃな
いよ。

中身はメトロ叩きすぎ。
公益性を求めるのはいいけど、不動産事業や駅周辺の開発などの関連事業を行ったからこそのメト
ロの財務内容なんじゃないか。
都営地下鉄こそ公社として様々なサービスなどを怠っていないかと。

またメトロ株公開によって株主利益追求になるとも書いてるが、では統合した後は株公開なのか、
それとも国と都が保有し続けるつもりなのか。どちらにせよ書中で自身が批判したことをクリアで
きないのでは。
利用者利便性追求なら都営の運賃をメトロに合わせればいい。運賃共同体なんかパリでもやってる
し。それができないから都営の負債をメトロに押し付けたいんじゃないのかと。

最後も関係ないけど、東急ユーザーとしては地下鉄建設までの歴史部分が面白かった。東急が過去
に京急、小田急まで牛耳っていたとは知らなかった。財閥解体やべえ。そこが無かったら☆１つ

全部 219P (90分) 2011/04/19 17:17:04

 

redbull
☆☆☆☆

東京の地下鉄がなぜ２つの会社で運営されている原因についてさぐり、そのことによる不便が書か
れている。
利用者の多い東京にしか線路を有さず、しかも山手線の内側を網目に通しているので、メトロって
のはかなり儲かってるなぁとおもった。
利用者としては、さっさと地下鉄の一元化をして、乗り換え料金を考える必要をなくしてほしい。

7-73、86-110、208-
215 110P (150分) 終章 2011/04/19 12:27:19

 

aira
☆☆☆

現職の東京都副知事が東京都の地下鉄一元化を強く提唱して書いた本。作家出身だけあって読みや
すい文体。鉄道に興味がなくても，地下鉄を利用する人なら，読むとおもしろいと思う。
前半で東京メトロのサービス意識の低さや地下鉄一元化を訴え，後半で地下鉄建設時の経営攻防を
記している。地下鉄が果たす公共的な役割を見つめるきっかけになる。

全部 211P (110分) 第２・７章 2011/04/15 23:36:53

 

Nori
☆☆☆

都営とメトロを一元化すれば、利用者は多大な利益を享受することができるはずである。
地下鉄利用者が、既得権益を保持しようとする者の言い分に惑わされず、地下鉄は利用者のもので
あるという前提を強く認識して、一元化を目指して立ち上がらなければ、東京の地下鉄はこのまま
変わらないのかもしれない。

7-217ページ 211P (200分) 第6章 2011/04/15 11:56:03

 

りさ
☆☆

私自身、地下鉄を利用するときに運賃の高さや乗り換えの不便さを実感していたが、その原因が分
かります！！この本を読んだ後に地下鉄を乗ると改めて地下鉄の抱える問題について考えさせられ
ます。

13-25ページ、51‐83
ページ、111-138ペー
ジ、173-205ページ

107P (100分) 22－25ページ 2011/04/13 19:29:35

 



金次郎
☆☆

東京の地下鉄はおかしいよ！というお話。
地下鉄乗り換えの値段については全く気にしてなかったが、やけにお金が減っていく理由がわかっ
た。

ほぼ全部 100P (30分) 2011/04/12 18:56:09

ＴＯＰへ 

http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=41#TOP


図書一覧

書籍紹介

読者投稿欄

プロフィール一
覧

自己プロフィー
ル

掲示板

 

パチンコがなくなる日

著者名 POKKA吉田 発行年 2011年

出版社名 主婦の友新書 ページ数 189ページ

値段 781円 ISBN 978-4072768020

コメント
計画停電当初、パチンコ店のネオンギラギラが、ツイッターまわりでメチャメチャ叩かれてましたけど、あれも民族
問題起源なのかな？
隙間ニッチ話題は小さいでも深い。1分間に400円を超える投入はできないように作れって法律で決まってるんだって
さ、ふうん。

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

みなみ
☆☆

パチンコをしたことがないのであまり興味を持てなかった。
パチンコ業界に警察の利権がからんでいるのは一般人でも知っていることで特に真新しいこともな
かった。

all 189P (120分) 2011/07/20 21:12:11

 

yoichi
☆☆☆

パチンコ店でバイトするわが身としては、業界の存亡は死活問題である。著者はパチンコ業界を大
いにバッシングしているが、私のようにパチンコ業界を支えとして生活している者の身としては、
正直耳の痛い話であるが業界の裏に問題が暗躍していたとしても、パチンコを否定することは難し
い。

1-189 190P (150分) 2011/07/11 12:44:52

 

lack
☆☆☆

警察が正義の機関であることをかなり疑いたくなる内容だった。
結局、警察も利権がほしいのかと・・・。

お勧めは一番最後にある後書きっぽいところ。
多作品をデタラメとまで言い切るところが斬新です。

P.S.本の内容ではないが、主婦の友社はいろいろ無くしたいらしい。

全部 189P (120分) 最後 2011/06/28 15:23:55

 

なかむー
☆☆☆

パチンコには行かないのでよくわからん
球を打って入賞口に入れて遊ぶゲームらしいです。

1-22 22P (30分) 2011/06/14 12:11:12
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ジョイトイ
☆☆☆

パチンコわかんないけど、あえて手にとってみた。
パチンコ業界がどんなふうになってるのか、ぼんやりとつかめました。
警視庁も絡んでたり、グレーな現実を見れるのはいい刺激になった。

1-189 189P (90分) 2011/06/06 15:35:23

 

ア・ローブ
☆☆

パチンコを少しでも知っている人なら面白いかもしれないが、全然知らない人にはイメージしづら
く、入り込みにくい

3-70,162-189 94P (90分) 58-62 2011/05/30 23:45:29

 

WILS
☆☆

警察とパチンコの複雑な関係が説明されますが、パチンコに興味ない人にはきつい。

1-30 30P (15分) 2011/05/19 10:19:20

 

ざっく
☆☆

パチンコの裏事情などに興味があったが、いきなりディープな話を淡々とされてちょっと読むのに
疲れてします。

1-36 36P (40分) なし 2011/05/17 15:23:57

 

otanitaku
☆☆☆

ぱちんこ産業がこんなに警察と密接に関係してたなんて知らなかった。
ただ、ぱちんこに興味なければ、興味ない！で終わってしまうような話だった。

14-81 66P (40分) 19 2011/05/17 12:36:37

 

セシウムっぽいなにか
☆☆

計画停電でパチンコ店の話が出てたから気になって読んでみた．
パチンコ実際にやってる人とかにはわかりやすいのかもしれないけど，パの字も知らない人にはあ
んまり理解できないんじゃないだろうか．金地金って何？具体的なイメージが沸かない．

１・２章 84P (70分) 第１章 2011/05/07 00:56:32

 

カレーの妖精
☆☆

途中から読んだので、ほとんど内容がわかりませんでした。
読むのであれば最初から読む方がいいでしょう。

85-115ページ 31P (15分) 2011/05/05 15:18:27

 

ito
☆☆☆

警察も、結局は役所なんだな…と改めて教えてくれた。

しかしパチンコに関する説明が細かすぎて、飽きました。

3-121 119P (90分) 17-20 2011/05/03 11:38:18

 

McQueen
☆☆☆

パチンコ業界が警察の天下り先になっているとは、
詳しいパチンコの機種などの話はパチンコをしない自分には退屈だった。
石原さんがどこまでやってくれるか期待。

1-189 189P (120分) 2011/04/28 17:22:36

 

masa
☆☆

パチンコという言葉につられてしまったが、実際読んでみると、まぁ知っていることが多く微妙な
感じでした。
警察とパチンコ業界とのやりとりを中心に書かれており、あまり興味をそそられなかった。



3-20,31-70,85-259 143P (120分) 2011/04/21 17:53:42

 

たたみ
☆☆

正直期待はずれだったかなあ。辛口です。

要は警察との絡み。そんだけ。なんていうか、警察批判もパチンコ屋批判もせずに淡々と事実だけ
を書いているので、知識は増える。つまり、いわゆる極左・極右のようなバイアスがない。

パチンコ分析の本としては上等ですが・・・

1-189 189P (40分) なし 2011/04/19 17:08:26

 

cibot
☆☆☆

自分はパチンコをしたことがないので細かいことは知りませんでしたが、それでも楽しめました。
最近地元にパチンコ屋が大量発生しているのですが、その背後に何があるのか気になります。

1-121ページ 121P (70分) 86-121ページ 2011/04/19 12:44:50

 

吉田
☆☆☆☆

射幸性を煽る業界とそれを抑えようとする警察の歴史が簡単にわかる。
末端ユーザ(少なくとも自分をその周り)のニーズが射幸性の高い爆裂機であるのに対し、開発され
るパチスロがどんどん射幸性の低いものになっていくという事実だけで、この業界の未来が暗いこ
とは明確であると思う。

1-189 189P (120分) 86-159 2011/04/19 04:14:17

 

オクリバントの鬼
☆☆☆☆

面白かった。
パチンコを知らない人でも理解できると思う。
「なぜ韓国はパチンコを全廃できたのか」も読んだことがあるが、
確かにの本よりずっとまとも。

1-189 189P (120分) 86-120 2011/04/13 13:16:35
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奇跡のリンゴ

著者名 石川拓治 発行年 2008年

出版社名 幻冬舎 ページ数 192ページ

値段 1,300円 ISBN 978-4344015449

コメント
変わりもんの困りもん。津軽弁でカマドケシと呼ばわるそうな。
そのカマドケシさんが、変わりもんであるがゆえに成し遂げてしまった、とんでもミラクル無農薬リンゴ。
徹底的に現場主義、リンゴの木から一歩も離れずに語られる体験談がすがすがしい。なるほど、生態系を殺すことか
ら農業って始まるんだね、と納得。
九年ぶりに白い花を咲かせたりんご園。木村さんと一緒にお花見をどうぞ。

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

WILS
☆☆☆☆☆

不可能を可能にする、それがどれだけ大変で素晴らしいことかが分かる。
リンゴの花が咲く場面で思わず胸が熱くなります。

1-207 207P (100分) 163-165 2011/07/12 12:58:12

 

savon
☆☆☆☆

リンゴの木は、リンゴの木だけで生きているわけではない。

周りの自然の中で、生かされている生き物なわけだ。

人間もそうなんだよ。

1-192 192P (100分) 2011/07/10 14:48:36

 

セシウムっぽいなにか
☆☆☆☆☆

兎に角『凄い』の一言に尽きる．
なんで☆５評価が無いのかが不思議．☆５のオンパレードだと思ってたんだけどな．
将来理系として生きていく人は絶対読むべき．
語りたい事は山ほどあるけど一気に読んだせいで眠い．後は自分の目で確かめて．絶対感動するか
ら．マジオススメ．

全部 192P (240分) 最後の写真 2011/07/07 02:56:53

 

ばす
☆☆☆☆

この本を読んで、自分の中の農業の定義ががらっと変わった。
驚いたのは、木村さんがさらなる夢を追い求めているということ。無農薬のリンゴを作れたのだか
ら目標は達成され、後は見返りをと思っていたために、最後の方の文章には脱帽した。NHKの方も
見てみようと思う。
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全部 192P (90分) 51-56 2011/06/27 19:31:04

 

tako
☆☆☆☆

森の木々はどうして毎年実を実らせるのか。当たり前のようだけど気がつかないなと思いました。
全てが繋がってこそおいしいリンゴができることに感動しました。

木村さんの笑顔が素敵です

全部 192P (90分) 2011/06/15 00:08:51

 

ROZE
☆☆☆☆

どうしてここまでして信念を貫き通せたのか？と言いたくなる本。絶望の中で光を見出した心の
力ってすごいな、って思った。

all 192P (120分) 2011/06/13 18:39:47

 

まいまい
☆☆☆

本を読む前に、表紙の木村さんの全部抜けてしまっている歯で笑う「笑顔」を覚えておいてくださ
い。
そして、本を読み終わった後に、もう一度表紙を見てください。
たぶん読み終わった後には、木村さんの笑顔が前とは違った形で見えてくると思います。

私の場合、読み終えた後、木村さんの笑顔の裏には成功するまで背負ってきた数々の苦労が垣間見
えるような気がしました。
歯が抜けてしまった理由も本のなかに書いてあります。壮絶な経験です。
実家が農業を営んでいる人は涙ボロボロ流してしまうと思う。
ぜひ読んでみてください。

全部 200P (90分) 2011/05/30 19:31:29

 

ラモス
☆☆☆☆

無農薬りんごの成功への道のりがとても長く、読み進めるのもつらかった。読み終えた後に写真に
映った木村さんの笑顔を見たら涙が出てきてしまった。
生物、植物のつながりやすばらしさを教えてもらうと同時に、地球上に生きている私たちの自然へ
のあり方をじっくり考えるきっかけになった。

1-192 192P (60分) 全部 2011/05/25 19:03:38

 

ma-yu315
☆☆☆☆

今回の講義で読んだ本の中で一番読みやすく、本に引き込まれた感じがした。

表紙の木村さんの笑顔とは対照的に本の半分以上が、無農薬リンゴをつくるまでの苦悩が書かれて
いる。

また、木村さんの研究スキルには驚かされる。

全部 200P (180分) 154-159ページ 2011/05/20 10:16:06

 

ミツヤサイダー
☆☆☆

まるで実家の祖父を思い出すような方でした。
「絶対不可能」を覆した、その本質・実際の行動、その姿からくる直感的な根拠は、残念ながら本
からだと読み取る事ができなかった。
さっそくYoutubeなどで探してみよう。

1-207 207P (60分) 1-6 2011/04/26 16:21:32

 

この本を読むと「馬鹿と天才は紙一重」という言葉を思い出す。
現代ではあり得ない無農薬でリンゴを育てるという木村さんの挑戦(戦い)は壮絶だった。しかし常
識を覆すべく何年もの年月を費やし、財を失い、周囲から孤立し、家族を巻き添えにしながらも最
後にたどり着いた結末は感動の一言。
また読み進めていくうちにリンゴの木と人間が重なって見えてくる。農業の話ではあるが、この話



jun
☆☆☆

は良くも悪くも常識に囚われた現代社会を生きる自分たちに対して何かメッセージを送っているよ
うに思える。

残念なのはこの本が木村さんの体験談をもとに作っているわけだが、所々著者が話を無理矢理小説
風にアレンジしてしまっているので読んでいて違和感を感じてしまう。また農業に関する話である
ので仕方ないが、農薬や虫などの話がやたら詳しく長々と書かれている部分もあり、少し退屈して
しまう。

1-200 200P (180分) 23 2011/04/25 15:16:17

 

そーた
☆☆☆

どんな方法で無農薬リンゴを生みだしたのだろう？と先が気になりどんどん読んでしまった。リン
ゴを作った木村さんからではなく、著者からの世の中に対するメッセージが多くて、くどかったの
で飛ばし読みした。さらに、木村さんには他の人にない魅力があると言っており、これは表紙の写
真からもすごく伝わってくるんだけど、内容からの伝わりは弱かった。花が咲いた時の一連の行動
が感動的だった。

全部 204P (120分) 2011/04/21 20:51:13

 

aira
☆☆☆

りんごを無農薬で栽培するという無謀な試みをさまざまな困難を乗り越えて実現させた男の話。失
敗続きで枯れ果てていくりんご林はいかに再生したか。盲点を突かれた感じだった。
奇跡を成し遂げた木村さんの人生観・自然観も読む者を爽やかにしてくれる。

全部 201P (140分) １５４～１５７ページ 2011/04/17 17:11:30

 

のしし
☆☆☆

農業は人の命を支える根っこ、そして、自然と人間の関係だけでなく、人間同士の関係も見えてる
ものが全てではない！！と改めて考えさせられました。
ただ、話の展開が少し読めちゃいました…。かいつまんで読むと良いかもです！！

全部 200P (90分) 100-176 2011/04/13 16:30:21

ＴＯＰへ 

http://www.historians.jp/book_detail.php?book_id=43#TOP


図書一覧

書籍紹介

読者投稿欄

プロフィール一
覧

自己プロフィー
ル

掲示板

 

チェンジメーカー 1・２

著者名 渡辺奈々 発行年 2005年

出版社名 日系BP社 ページ数 459ページ

値段 1,600円 ISBN 978-4822244644

コメント
女のひとが多いなあ。ひいふう……18人のうち12人。
みんな笑顔がきれいだなあ。
世の中のためになる仕事。そんなのは、才能と運に恵まれたごく一部のエリートさんにしかできないさと思っていた
けれど、今日び、意外とそうでもないみたい。国境なき医師団のようなシニセでなくても、いろんなNPOが生まれ
て、この社会の歪みを正そうと、しなやかに真剣に働いている。もしかして、その仲間たちのなかに、あなたの居場
所があるかもしれない。
「地の塩」という言葉を思い出した。

 
読者投稿欄

ペンネーム
お勧め度

コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

shonanboy
☆☆☆

様々な社会起業家の姿が見れて面白かった。今までと違った世界観が持てた気がします。

2のパートごと 100P (60分) 2011/07/11 22:25:39

 

Nori
☆☆☆☆

いろんな仕事があることが分かっていいのではないか。

２の一部 60P (20分) 2011/06/28 19:02:22

 

Hachi
☆☆☆☆

最近日本でも話題になってきた社会起業家の本。そのコンセプトや事業内容はとても魅力的であ
り、将来その分野で活躍して見たくもなったりする。でも日本でその存在が認められるようになる
には、ずっと先になるんだろうな。

適当に 100P (60分) 2011/06/28 08:58:20

 

まいまい
☆☆☆

この本いいな。時間なくて流し読みしちゃったから、次は時間があるときにゆっくり読みたい。
自分のことばっかり考えるんじゃなくて、早く他人・社会弱者のために働けるようになりたいと
思った。

全部 220P (180分) 2011/06/17 23:14:55

 

ＴＡさんに「『国をつくるという仕事』とセットで読むといいよ」と言われ，読んでみた。『国を
つくるという仕事』の西水さんも，この本で紹介されている人達も，天職に巡り合ったんだと思
う。
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aira
☆☆☆

儲けるための仕事ではないが，利益を得ることでメリハリをつけている。
濫読もいいが，せっかくなら全員の仕事に目を通してほしい。

２の全部 283P (130分) ７１～７５，１１
４～１１７ 2011/06/09 21:23:12

 

カレーの妖精
☆☆☆

思い立ったことを行動に移すところから、いろいろな物事は始まるのだと感じた。本の中で紹介さ
れている人々の行動力に驚かされた。

52-75ページ 24P (20分) 2011/06/02 12:19:44

 

kasey
☆☆☆☆

みなさん本当にやりたいことをやっているようで、生き生きとしているのが印象的でした。

1-133 133P (150分) 2011/06/02 10:01:10

 

竜馬
☆☆☆☆

世界のコーヒー市場の売り上げは６０００万ドルであるのに対し、生産国に入る利益は６００万ド
ルとのこと。
アンフェアな取引環境が安定して存続しているメカニズムが気になるところです。

1-220 220P (420分) 124-133 2011/05/24 15:16:51

 

masa
☆☆☆

何かを始める時というのは、なかなか思いどおりにいかず大変であるが、それにも負けずにわが道
を突き進むのはすごいと思った

1-73 73P (60分) 2011/05/24 12:39:47

 

kick
☆☆☆☆☆

こんな仕事があるのかととても驚かされた。
仕事の本質、何のために働くのか。とても考えさせられてた。
皆が一度は考えるべき問題でもあると思う。社会の偏見から脱却し、自分の道を選ぶ、それは本来
皆が求めるべきものだということをこの本を通じて感じられると思う。

全部 220P (180分) 10-23,55-63,174-183 2011/05/19 17:27:13

 

セシウムっぽいなにか
☆☆☆☆☆

就職活動する前に読んでおきたい本．お金を稼ぐだけが仕事じゃないよね．
今週はやる事多すぎたせいで全部読みたいのに読み切れなかった．売れ残ってたら今度また借りて
全部読もうと思う．

1-131 131P (120分) イスラムのやつ 2011/05/17 01:45:15

 

ミツヤサイダー
☆☆

申し訳ないけれど正直、社会起業家って儲からないと感じた。けれど彼らは輝いているし、社会も
それを求めている。もっと市場に訴える数字を使って雄弁に語ってもよいのではないだろうか。

1-220 220P (60分) 6-8 2011/05/13 12:27:54

 

BananaLC
☆☆☆☆

ソーシャル・アントレプレナーの父、ビル・ドレイトンという存在を知れただけでも勉強になりま
した。パラパラっと本をめくっただけでもほんとに女性企業家が多いなと感じました。

10-32 23P (30分) 10-23 2011/05/10 11:29:09

 

ゲン
☆☆☆☆

個人的に社会起業家・社会的企業・ソーシャルビジネスに興味をもってるので、とても面白かった
です。
世の中、捨てたもんじゃない。こんな人々がいる！と元気になれる本です。

全部 459P (120分) 1章 2011/04/26 14:40:58



 

ジャック
☆☆

初めて社会企業家の話を聞きました、児童問題など企業家たちの熱情が感じられます。
ただ面白さはかけていると思います。

3-50 83-90 54P (30分) 2011/04/20 19:06:42

 

bob
☆☆☆

社会企業家を全く知らない人へおすすめ本です。
たくさんの社会企業家の経験、実績などが短編で記されています。

情熱家の人におすすめ！！

10-113 104P (60分) 74-83 2011/04/19 20:06:32
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国をつくるという仕事

著者名 西水美恵子 発行年 2009年

出版社名 英治出版 ページ数 297ページ

値段 1,800円 ISBN 978-4862760548

コメント
よく怒り、よく泣く。それがマダム・ミエコの推進力かも。
途上国を支援する世界銀行という仕事。電線に流れている電力まで二大政党が分捕り合戦している（インド235-236
ページ）など、生半可な正義感では太刀打ちできない、絡まりもつれた現状に、それでも「何が正しいか」だけを武
器に敢然と立ち向かう勇姿がすがすがしい。
いやそんなごリッパなお話はどうもね、というかたには、274ページ、伝統衣装外交のエピソードだけでも。

 
読者投稿欄

ペンネーム
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コメント
読んだ場所 読んだページ数（時間） 立ち読みポイント 投稿時間

 

スキニー・ボーイ
☆☆☆☆☆

国をつくるとうい題名に大げささや、おこがましさを感じたが読んで納得で、覚悟の様な印象に代
わった。

適当に 100P (70分) 2011/07/20 22:33:29

 

shonanboy
☆☆☆

もう少し多く読んでみたかったです。

1-50 50P (30分) 2011/07/11 22:29:51

 

yoichi
☆☆☆☆☆

世界銀行副総裁だった西水さんの著書。様々な貧困国の現実が胸にせまってくる。数々の難題や交
渉に立ち向かっていく西水さんのお人柄、姿勢に感動する。組織の長としての在り方、人間力、真
の意味での国際協力など多くのことをこの本は教えてくるはずだ。

1-310 310P (160分) 2011/07/11 13:04:38

 

熱い！
「世銀の使命は、貧困のない世界をつくること」
「リーダーの仕事には夢と情熱と信念がある」
だけどその分うさんくさい。
しかも、これは自伝だ。全てを無条件に信用してはいけない。

パキスタンあたりまで読んだところで、「この本って銀行の実務の話書いてないし、」
「実際に現地にホームステイして、リーダー達を補佐した」というメッセージと記憶しか伝わって
こない。
分析的な目から見ている自分にとっては、正直「宗教」と優位な差がないシグナルしか受け取れな
くなってしまった。
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ミツヤサイダー
☆

本来、リーダーが目指すべき、発信すべきメッセージはこんなものでは無いはずだ。
往々にして、こういったシグナルが飛ぶとき、裏に隠された意図は。。。

ブータンの老人の発言が印象的だったが、
「私を裏切ったのは我らのリーダー。政治家という名を楯に私腹を肥やす犯罪者だ。母国ブータン
ではない。」
この言葉を聞いて再確認したが、必要な支援は債券貸し付けではなく、「教育」だと思う。
「嘘を嘘と見抜く教養」、これだけ備わればどれだけの幸福が奪われずに済むことだろう。

あと、解説の人！
定義もろくにしてないのに「真のリーダー」って多用しすぎ！
こんなんじゃ信用なくすよ。

1-313 313P (60分) なし 2011/06/28 21:43:06

 

Hachi
☆☆☆☆

日本に住んでいたのでは見ることのできない世界を知った。特に冒頭の世銀に残ると決めるに至っ
た出来事は衝撃的で、こっちの体まで熱くなってくる。今の日本の状況と照らして、国づくりは人
づくりという言葉が、なんか心に響いた。

適当に 100P (60分) 2011/06/28 09:08:47

 

たたみ
☆☆☆

貧困がいかに厳しいもので、国の発展を阻害しているのかを最初にインパクトとともに教えてくれ
る。時間があったら最後まで読んでもいい本だと思う。

1-51 51P (15分) なし 2011/06/21 09:48:34

 

hide
☆☆☆☆☆

世界銀行副総裁による援助戦略の経験談が、鮮やかなタッチで描かれてます。援助する国の貧困の
最前線に必ずホームステイしてからその国のトップと国と喧嘩する豪快さが印象的でした。

・気になった言葉
戦いを略く（はぶく）と書いて「戦略」と呼ぶ。

1－297 297P (140分) 2011/06/21 09:37:00

 

WILS
☆☆☆☆

国のトップによって国の行く末がどうなるかが決まる。
ブータンの「物が足りなくても我らには幸せがある」という志を、国王から町人まで全ての国民が
共有しているのには感銘を受けた。

1-111 111P (100分) 69-74 2011/06/14 12:44:35

 

varen
☆☆☆☆

どんな物事も力のある者が動かなければ、その変化は微々たるものである。
貧困という解決の難しい問題に対して、力のある者が本気で戦ったその歴史を知ることは、貧困と
いう問題に対しての解決策を探る第一歩であると思う。

1-313 313P (180分) 2011/06/02 17:37:31

 

kick
☆☆☆

貧困解消への道は、「何をすべきか」ではなく、「すべきことをどう捉えるか」に始まること。そ
の違いが人と組織を動かし、地域社会を変え、国家や地域さえをも変える力を持つ。
この言葉に対し、著者がどのように考え、行動したか。普段知ることができない、国々の内面をこ
と細かく記している。
p58～雷龍の国に学ぶ[ブータン] にはとても心打たれた。

̃111ページ 111P (60分) p58̃ 2011/06/01 17:16:10

 

カレーの妖精

実際に貧困を目にし、それを原動力に活動してきた女性の話。現状を目の当たりにしなければ感じ
られないことが綴られている。
知識を得るだけでなく現実に行動することの重要性が感じられ、それと同時に読者としてただ読む



☆☆☆☆ だけの傍観者としての自分を認識することにもなった。

3-45ページ 43P (40分) 2011/05/17 18:23:44

 

aira
☆☆☆

貧困街や山岳地帯の集落に足を運び寝食を共にすることで貧困の現実を目の当たりにしてきた著
者。政治腐敗がはびこる南アジア諸国をすべて巡り，各国首脳とぶつかりあいの討論，不誠実な政
治家には容赦ない。義憤というのだろうか，もの凄いバイタリティを感じた。
この本に書かれていることは，日本でぼやっとしていればまず気づかないことばかりだ。ブータン
とネパールの区別がつかない人にもぜひ。

全部 313P (150分) ４０～５１，５８～７
４，８６～１１１ 2011/05/12 17:49:26

 

ma-yu315
☆☆☆☆

まずは、著者がなぜ経済学の助教授から、世界銀行に入行したのかの動機を3-9ページで読んでか
ら本文を読んだほうが、感情移入しやすいと思う。
もともと月刊誌の連載を本に編集していることもあり、各章が独立しているので、暇な時間にちょ
こちょこ読み進めやすい。

3-10ぺージ、80-1１７
ページ、232-290ペー
ジ

102P (150分) 3-9ページ、80-85ペー
ジ 2011/04/15 10:07:29
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